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序     文 

 

独立行政法人国際協力機構は、カンボジア王国（以下、「カンボジア国」）関係機関との討議議事録

（R/D）に基づき、鉱工業エネルギー省の都市水道局運転･維持管理にかかる技術力向上を目的とす

る技術協力プロジェクト「水道事業人材育成プロジェクト（フェーズ２）」を、2007 年 5 月から 4 年

間の予定で実施しています。 

今般、プロジェクトが協力期間の中間に至ったことから、技術協力の開始からプロジェクト中間時

点までの実績と実施プロセスを確認し、その情報に基づいて、評価 5 項目（妥当性、有効性、効率

性、インパクト及び自立発展性）の観点から日本側・カンボジア国側双方で総合的に評価し、プロジェ

クト後半の活動計画について今後の協力の枠組みも含め協議し、必要に応じて計画の修正を行うこと

を目的として、平成 21 年 6 月 18 日から 7 月 11 日まで、当職を団長とする中間レビュー調査を実施

しました。 

本調査団は評価結果を合同評価報告書に取り纏め、合同調整委員会に提出するとともに、カンボジ

ア国側の政府関係者とプロジェクトの今後の方向性について協議し、ミニッツ（M/M）として署名

を取り交わしました。 

本報告書は、同調査団による協議結果、評価結果を取り纏めたものであり、今後のプロジェクトの

実施にあたり広く活用されることを願うものです。 

最後に、本調査にご協力とご支援を頂いた内外の関係各位に対し、心からの感謝の意を表します。 

 

平成 21 年 7 月 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

カ ン ボ ジ ア 事 務 所 

所  長   米田 一弘 
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プロジェクト位置図 

（対象 8 地方公営浄水場位置図） 
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プルサット浄水場 水質分析室 プロジェクトで整備された SOP 

  

バッタンバン浄水場での協議 シェムリアップ浄水場での帰国研修員との協議 
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中間レビュー調査結果要約表 

1. 案件の概要 

国名：カンボジア王国 案件名：水道事業人材育成プロジェクト（フェーズ 2） 

分野：水資源･防災-都市給水 援助形態：技術協力プロジェクト 

所轄部署：カンボジア事務所 協力金額（評価時点）：約 2.77 億円 

協力期間 
R/D：2007年 5月 2 日 

2007年 5 月～2011 年 4月（4年間） 

先方関係機関：  

プロジェクト監督機関：鉱工業エネルギー省（MIME） 

プロジェクト実施機関：鉱工業･エネルギー省水道部

（MIME/DPWS） 

日本側協力機関：北九州市水道局 

他の関連協力： 

シェムリアップ上水道整備計画調査（開発調査:2004年） 

シェムリアップ上水道整備計画（無償資金協力:2006 年

竣工） 

カンボジア国水道事業人材育成プロジェクト（技術協力

プロジェクト:2003年 10月～2006 年 10 月） 

1-1. 協力の背景と概要 

カンボジアでは、内戦後、日本や他援助機関の協調により、プノンペン水道公社（PPWSA）へ水供給施

設建設および運転・維持管理技術に関する支援が行われ、給水能力の拡大と人材の能力向上が実現した。

一方、鉱工業･エネルギー省（MIME）水道部（DPWS）が管轄しているプノンペン市以外の地方都市公営水

道局の給水能力は依然として低く、国民全体に安全な水が行きわたっていなかった。2005年に MIMEが実

施した調査（Urban Water Supply Sector Performance Review）によれば、安全な水にアクセス可能な

人口は、カンボジア全体の 37％にしか過ぎないとされていた。 

この状況を改善するために、日本の無償資金協力による新浄水場建設（シェムリアップ）を始めとし

て、世界銀行（WB）、アジア開発銀行（ADB）の融資による水供給施設改修・建設が、主要 7 都市（シハ

ヌークビル、バッタンバン、プルサット、コンポントム、コンポンチャム、カンポット、スバイリエン）

で実施された。しかし、これらの地方都市公営水道局では、給水施設を適切かつ効率的に運転・維持管

理する体制が整っていなかった。さらに、地方都市公営水道局の人材育成を担っている MIME/DPWS でも、

未だ人材育成に関する体制が確立されていなかった。これらの課題に対応するために、カンボジア政府

は、日本に水供給施設設備の運営管理に関する地方都市公営水道局の能力向上を目的とした技術支援を

要請した。 

この要請を受け、JICA は厚生労働省と北九州市水道局の協力を得て、MIME/DPWS をカウンターパート

機関として、2007年 5月より 4年の計画で技術協力プロジェクト「水道事業人材育成プロジェクト（フェー

ズ 2）」が開始された。これは、上記 8州都公営水道局（TPW: Targeted Public Waterworks）の給水区域

内在住者約 26 万人を裨益者とし、TPW スタッフの給水施設の維持管理能力を向上させることを目的とし

た技術プロジェクトである。プロジェクトでは、フェーズ 1 を通じて施設設備の運営管理能力を向上さ

せた PPWSAスタッフの活用、標準作業手順書（マニュアル）の作成支援、TPW スタッフに対する技術研修・

OJTを通じて、持続的な研修実施体制を構築することを支援している。 
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1-2. 協力内容 

 

（1） 上位目標 

 カンボジアの「全国公営水道会議」に参加している 14 都市の都市部における水供給施設の運転･維

持能力が向上する。 

 

（2） プロジェクト目標 

 ターゲットの 8 州都公営水道局（TPW）において、プロジェクト･フェーズ I で蓄積された経験を活

用し、水供給施設を運転･維持管理する能力が向上する。 

 

（3） 成果（アウトプット） 

1） TPWにおいて、水質試験に係る能力が向上する。 

2） TPWにおいて、浄水処理に係る能力が向上する。 

3） TPWにおいて、電気施設の操作･日常保守に係る能力が向上する。 

4） TPWにおいて、機械施設の日常保守に係る能力が向上する。 

5） TPWにおいて、配水施設の維持管理に係る能力が向上する。 

0） プロジェクトがプロジェクト･サポート･チーム（PST）によって適切に管理運営される。 

 

（4） 投入（評価時点） 

 日本側： 

長期専門家派遣：  2 人 （49.6MM） 

短期専門家派遣： 11 人 （40.4MM） 

研修員受け入れ： 16 人 （30.0MM） 

機材供与： 約 1270万 5677 円 

現地業務費： 約 3175万 3075 円 

 

 相手国側： 

カウンターパート配置： 114人 

ローカルコスト負担： 地方公営水道局スタッフが研修に参加する際の旅費、日当宿泊費 

その他： プロジェクトが必要とする土地、建物、施設など 

  
 

2. 評価調査団の概要 

調査者 

担当分野 氏名 所属 

1. 団長・総括 米田 一弘 JICAカンボジア事務所長 

2. 浄水施設 谷 和雄 北九州市水道局 

3. 研修評価 筱 窓香 JICA九州国際センター 研修業務課 

4. 評価企画 野中 博之 JICAカンボジア事務所 

5. 評価分析 南村 亜矢子 株式会社インターワークス 
 

調査期間  2009年 6月 18 日～7 月 11 日 評価種類：中間レビュー 
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3. 評価結果の概要 

3-1. 実績の確認 

 

（1） 成果（アウトプット）の達成度 

成果 1：TPW において、水質試験に係る能力が向上する。 

 

水質分野の活動は計画どおりに進んでおり、TPW スタッフの水質分析の能力も強化されている。全て

の TPWで必須 5 項目（pH、伝導度、濁度、色度、アルカリ度）が分析できるようになった。重要 10 項

目（Fe, Mn, Al, Cu, Zn, hardness, Cl-, SO42-, NH3-, H2S）については、全ての浄水場で OJTが実

施されたが、シアヌークビルとバッタンバン以外は今後もフォローアップが必要である。 

 

成果 2：TPW において、浄水処理に係る能力が向上する。 

 

設備不良のため機材の維持管理の指導を実施したことや理数科の基礎学力不足のため、進捗に若干

の遅れが生じたが、一定の成果があがっているといえる。日報作成の OJT が実施されて浄水場でも記

入されるようになったが、まだ定着しているとはいえず今後もフォローアップが必要である。今後は

記録したデータを読み取り、異常値があった場合に報告する体制を取るよう習慣づける必要がある。

また、通常時には水質測定の結果に基づいて薬品注入制御ができるようになり、濁度、pH の水質基準

をクリアできるようになった。今後は水質に大きな変化があった場合の浄水処理の技術を習得する必

要がある。塩素注入も適切にできるようになり、スバイリエン以外では、給水栓で残留塩素が検出さ

れるようになったことも成果である。ただし、ADB と WB で支援された TPW では流量計・注入調整弁が

ないため、正確な塩素注入や薬品の注入ができない状態である。したがって機材を整備し、今後の OJT

を進める必要がある。 

 

成果 3：TPW において、電気施設の操作･日常保守に係る能力が向上する。 

 

この分野の専門家の投入が遅れたため、活動自体が 1 年遅れで開始された。電気設備の清掃の重要

性がカウンターパートに理解され、設備の清掃が行われるようになった。TPWのスタッフは点検マニュ

アル、点検表の重要性、必要書類の作り方、管理・活用方法などを理解するようになった。これらの

活動によって、設備の信頼性も向上した。さらに TPW のスタッフは理論的に電気設備の状態を判断す

る能力がつき始めている。ただし全般的に理数科系の基礎学力が低いため、電気理論の基礎知識の習

得から始めなければならず、能力向上には時間がかかっている。したがって、トラブルシューティン

グができるようになるには、時間がかかると思われる。 

 

成果 4：TPW において、機械施設の日常保守に係る能力が向上する。 

 

これまでは、塩素設備に関する活動が実施され、塩素設備の分解清掃ができるようになってきた。

機械設備分野の活動は今後 2 年間に集中しているため、成果は今後発現すると考えられる。 
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成果 5：TPW において、配水施設の維持管理に係る能力が向上する。 

 

これまで、配水管の布設計画の指導、管路布設の設計指導、管路布設指導は、計画どおり対象の都

市で実施された。まだ実施されていない都市については、今後 2 年間で順次実施する予定である。た

だし基本図面が存在せずに図面作成の支援に時間を要したこと、既存の配管の老朽化が激しく配管の

敷設替えが必要な状況であり、全般的にこの分野の活動は遅れている。特に既設の配管の老朽化の問

題は、漏水調査･配管修理の OJTの進捗に影響を与えており、今後この指導をどのように実施するのか

プロジェクトで検討中である。さらに、指導した知識や技術についてもフォローアップ活動が必要な

TPWがあり、後半対応していく予定である。 

 

成果 0：プロジェクトがプロジェクト･サポート･チーム（PST）によって適切に管理運営される。 

 

プロジェクト開始時に MIME/DPWS からアサインされた PST メンバー15 人が全員離職、異動、昇進の

ため交代し、現在は TPWからの補充メンバーを加えた 10 人が PSTメンバーとして活動している。これ

に加え、スタッフの理数科の基礎学力不足のため、当初計画されたように MIME/DPWS のスタッフが中

心となってプロジェクトを推進していく構想が困難と判断された。したがって、MIME/DPWS のキャパシ

ティ向上は、現在のところ限定的である。協力期間の後半は、MIME/DPWS のカウンターパートが定着し、

プロジェクトの効果を確保することが期待される。また、メンバーの交代に伴って、MIME/DPWSスタッ

フの役割が不明瞭になっている。MIME/DPWS では、組織の職務記述書が承認されたとのことだが、上水

道セクターの人材育成をどのように担っていくのかという点が DPWSでは明確に認識されていない。し

たがって、上水道セクターの人材育成体制（内部研修体制）構築の議論と共に、その中で DPWSの役割･

機能を明確に特定し、それに沿った形でプロジェクトにおける DPWSの役割を確認・再定義する必要が

ある。 

 

（2） プロジェクト目標の達成度（見込み） 

プロジェクト目標：ターゲットの 8 州都公営水道局（TPW）において、プロジェクト･フェーズ I で蓄

積された経験を活用し、水供給施設を運転･維持管理する能力が向上する。 

 

各分野におけるカウンターパートのキャパシティが向上し始め、効果も目に見える形で現れている。

プロジェクトでは各分野のさまざまなマニュアル（標準手順書：SOP）が作成されており、TPWのスタッ

フは日々の業務にマニュアルを活用し、マニュアルに沿った適切な浄水場の維持管理を始めている。

ただし、プロジェクトが対象としている 8 つの TPWでは、キャパシティレベルに差異があり、プロジェ

クトの目標値を満たせると期待できる TPW もあれば、プロジェクト期間終了までに目標値を満たすこ

とが困難な浄水場もあると予想される。さらに、設備の不良、そもそも設置されるべき機材の未設置、

既存配管の老朽化などの問題が、これまでプロジェクトの進捗に影響を与えてきた。したがって当初

計画された活動のうち、プロジェクト期間中に終了できない活動が発生し、プロジェクト目標の達成

レベルにも影響を及ぼす可能性がある。 
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3-2. 評価結果の要約 

 

（1） 妥当性 

 妥当性は高い。プロジェクトはカンボジア側の政策･戦略との整合性、日本政府･JICA の政策･戦略

との整合性を保っている。 

 他援助機関が建設･改修した浄水場で水を住民に効果的に供給するためには、浄水場の維持管理体制

を構築し、人材育成を強化することが必要不可欠であった。この点からも妥当性は高い。また ADB、

WB、日本の無償資金援助で支援した浄水場を対象としたことは妥当であった。 

 北九州市水道局は国際協力の経験が豊富であり、フェーズ 1 での支援母体でもあったため、技術的

優位性があるといえる。 

 

（2） 効率性 

 効率性に貢献した点は、（1）カンボジアのリソースである PPWSAを活用したこと、（2）本邦研修を

戦略的に活用したことが挙げられる。 

 一方、効率性を損ねている要因は、（1）電気施設（専門家の調達の遅れ）、配水施設の分野（漏水

対策活動の遅れ）で活動がやや遅れていること、（2）PST メンバーの交代、能力の低さによって、

当初のアプローチを変更し、専門家が地方を巡回せざるを得なくなった。これによって、投入の不

足が生じたこと、（3）ADB、WB が支援した浄水場において、設備・機材の不備が判明し、技術指導

を効果的に行える環境を整えるのに時間がかかっていることである。 

 

（3） 有効性 

 効果は目に見え始めており、後半にはさらに効果が出ると考えられる。特に TPWのキャパシティは、

キャパシティの向上度に格差はあるが、全般的に向上しつつあるといえる。後半は技術指導に必要

な機材を整備し、効果的な指導を行うことで、キャパシティのさらなる向上が期待できる。 

 ただし、TPW によって元々のキャパシティに差があるため、全ての TPW がプロジェクトの目標を達

成することは難しいと考えられる。したがって TPW によってキャパシティ向上の到達レベルの設定

を調整する必要がある1。 

 PSTメンバーの交代や、MIME/DPWS の能力が想定より低かったことによって、MIME/DPWS のキャパシ

ティ強化は、計画どおりには進んでいない。アプローチを変更したこともあり、MIME/DPWS の役割

を再定義して、どのようなキャパシティを向上させるのかを協議する必要がある。 

 

（4） インパクト 

 若い世代も含めて、プロジェクトによって将来中核を担える技術スタッフの育成が進んでいるた

め、PPWSA、地方公営水道局によってある程度の人材（エキスパート）がプールされると思われる。

プロジェクトの後半、技術指導が進んでいるいくつかの TPWのキャパシティがどの程度向上するの

かが鍵となるが、中核を担う人材による他州の浄水場への技術指導は可能であると考えられる。 

 現時点で、人材育成（トレーニング）の確固たる枠組み（仕組み）がないため、MIME/DPWS の機能

                                                        
1 プロジェクト目標値を TPW によって調整するのではなく、例えば、部下や他浄水場のスタッフへのトレーニング

を行えるレベルを期待する浄水場もあれば、浄水場の維持管理をきちんと SOP・マニュアルに沿って行える最低限

のレベルを期待する浄水場もあるという意味である。 
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強化が鍵となる。 

 

（5） 自立発展性 

 上下水道関連法案の審議が先送りになっているため、上水道分野の法的な枠組みが不明瞭のままで

ある（名称は Draft Bill on Management of Water Supply and Sewerage of the Kingdom of Cambodia）。

ただし、カンボジア政府としては、上水道分野の重要性は認識しているため、同分野の人材育成に

関する政策に大きな転換はないと考えられる。 

 地方浄水場の経営基盤は脆弱であり、地方公営水道局の局長もバックグラウンドが経営ではないた

め、経営能力を強化したい意向を持っている。局長レベルでは、経営体質を改善するための方策は

理解しているようだが、どこに重点を置くべきなのか判断がつかないとのことであった。さらに財

政面では、スタッフのトレーニングのための予算はほとんど確保されていないようである。した

がって、この分野での根本的な支援はプロジェクトの範囲外だが、経営改善に向けたヒントを与え

るようなセミナーの開催などは有効であると思われる。 

 カウンターパートは、これまでプロジェクトで指導してきた考え方･知識･技術を受け入れており、

自身の能力向上に役立つという認識を持っている。 

 技術面の自立発展性のためには、水道分野の人材育成の体制を構築する必要があり、現在のところ

CWWA の設立に期待が寄せられている。したがってひとつは CWWA の正式な設立が鍵を握っているこ

と、もうひとつは、地方公営水道局で戦略的に人材育成を行える体制を構築することが重要だとい

える。 

 

3-3. 効果発現に貢献した要因/ 問題点及び問題を惹起した要因 

全般的に、プロジェクトの進捗を阻害した以下の要因が、直接プロジェクトの効果発現に影響を及ぼ

していると判断できる。 

 プロジェクトのアプローチを変更せざるを得なかったこと 

プロジェクトでは当初、MIME/DPWS のカウンターパート（=PST メンバー）が中心メンバーとなって、

地方公営水道局のカウンターパートをトレーニングするアプローチを取る予定であった。しかしな

がら、プロジェクト開始時の PST メンバーが全員交代したこと、想定よりも彼らの理数科の基礎学

力や能力が低かったこと、学歴が技術系ではないスタッフも PST メンバーに含まれていたことなど

が要因となって、アプローチの変更を余儀なくされ、日本人専門家が地方公営水道局を巡回するこ

ととなった。これによって当初計画よりも投入の不足が生じた。 

 プロジェクトで当初計画外の活動を追加したこと 

TPWのスタッフに対して実施したベースライン調査（キャパシティ・アセスメント）の結果、彼らの

理数科系の基礎学力が不足していることが判明した。基礎的な知識がないと薬品の注入量や電気施

設のメンテナンスができないため、プロジェクトでは理数科系の基礎知識を教えることから指導を

開始した。 

 設備の不良、機材の未設置、図面未整備 

無償資金協力により支援したシェムリアップ浄水場以外の浄水場において、設備･機材の不備･不良

が判明し、技術移転の為の環境整備に時間がかかっている。薬品注入流量計など浄水場に標準的に

設置されているべき機材が設置されていないケースが多いこと、必要な機材は設置されているが性
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能が低く正常に機能しないケースが多いこと、本来あるべき図面（電気設備図面や配水管網の図面）

がないため図面作成からプロジェクトで取りかからなければならず、その活動に時間を要したこと

が挙げられる。プロジェクトでは、所与の環境の下で、最善の方法を考案して問題に対処してきた

が、機材未整備の状況はプロジェクトの進捗に大きな影響を及ぼしたといえる。 

 

3-4. 結論 

プロジェクト活動の進捗が遅れている分野があることと、さまざまな要因によって当初の計画ほど技

術指導の効果があがっていないと判断されるが、これまでのプロジェクト活動を通じて、カウンターパー

トは確実に浄水場の維持管理に関する能力を向上させている。浄水場の維持管理は、漏水削減調査や管

路更新のような活動だけでなく、水質検査や水量を記録する日報の作成や電気施設の点検のような日々

の細かい作業の積み重ねも必要とされる。このような作業はカンボジアのカウンターパートにとって、

いわば新しい取り組みであり、これまでの習慣を変える必要があったといえる。長年親しんできた習慣

を変えることは時間と根気を必要とする作業であるが、プロジェクトでは粘り強く取り組んでおり、そ

の成果が今目に見え始めた段階だといえる。プロジェクト期間の後半は、プロジェクトの効果がより一

層発現し、カウンターパートの能力が飛躍的に向上すると期待できる。 

 

3-5. 提言（当該プロジェクトに関する具体的な措置、提案、助言） 

（1） 活動に必要不可欠な機材と施設を特定し、カンボジア側で対処できること、プロジェクトとして対

処するものを特定し、早急に対応すること。 

（2） 原水の質の定期的な管理をすることと、原水が地下水である浄水場で取水井の定期的なメンテナン

スを実施すること。 

（3） プロジェクトにおける MIME/DPWS カウンターパートの役割と機能を再定義し、プロジェクトで彼ら

のどのようなキャパシティを残りの 2年間で強化するかを協議すること。 

（4） 今後 2 年間の協力の効果を最大限にあげるために、拠点浄水場（Leading Targeted Provincial 

Waterworks： LTPW）を設定し、プロジェクトの後半では拠点浄水場に優先度を置いて支援し、その後

は、拠点浄水場が中心となって他の TPWへの技術指導を担う体制を構築すること。 

（5） MIME/DPWS、PPWSA、地方公営水道局などの関係機関によるカンボジアの内部研修体制を構築するこ

と。 

（6） 自立発展性を確保するために地方公営水道局の経営陣に対して経営管理のセミナー等を開催し、経

営改善に向けたヒントを得られるようなきっかけを作ること。また、地方公営水道局が戦略的に人材

育成計画を立案する重要性を理解するように支援すること。 
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第1章 中間レビュー調査の概要 

1-1 調査団派遣の経緯と目的 
カンボジアでは、内戦後、日本及び他援助機関の協調によりプノンペン水道公社（PPWSA）へ、

水供給施設建設及び運転・維持管理技術にかかる支援が行われ、給水能力の拡大および人材の能力向

上が実現した。一方、鉱工業エネルギー省（MIME）水道部が管轄しているプノンペン市以外の都市

公営水道局（14 都市で運営）の給水能力は依然として低く、国民全体に安全な水が行き渡っていな

い。2005 年に MIME が実施した調査（Urban Water Supply Sector Performance Review）によると、安

全な水にアクセスできているのは都市人口全体の僅か 37％に過ぎない。この状況を打開すべく、新

たに日本の無償資金協力による水道施設建設（シェムリアップ州）、ADB、WB の融資による水道施

設改修・建設が主要 8 都市で行われた。しかし、これらの施設を運転・維持管理する水道局職員の人

材育成を担っている MIME においては、未だ人材育成の体制が未整備である。 

この様な背景の下、8 都市において新たな施設の運転・維持管理を適正かつ効率的に行うために、

プノンペン水道公社を対象とした「カンボジア国水道事業人材育成プロジェクト」（2003 年 10 月～

2006 年 10 月）に引き続き、8 州都公営水道局技術者の能力強化を目的とした人材育成が急務となっ

ている。 

今般、プロジェクトが協力期間の中間に至ったことから、主に以下の点を目的として中間レビュー

調査団を派遣した。 

(1) プロジェクト･デザイン･マトリックス（PDM）及び活動計画（PO）に基づき、プロジェクト

の投入実績、実施プロセス、因果関係を検証する。特に、専門家派遣と効率的な連携をもって

企画・実施されている本邦研修については、担当団員を配し同効果を検証する。 

(2) 評価 5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立発展性）の観点から分析し、プロジェ

クトチーム、カンボジア側関係者と協議する。 

(3) 検証・分析結果を踏まえ、プロジェクトチーム、カンボジア側関係機関の双方に対し、必要な
提言を行い、今後の活動計画を協議する。 

(4) 関係者との協議結果を踏まえ、プロジェクト計画（PDM、PO）を見直すとともに、終了時評

価に向けた定量的な評価指標を設定する。特に、プロジェクトの現況を十分に踏まえて、協力

期間後半（2 年間）に目指すべき達成目標と、同活動に必要な予算の再積算を行い、事前評価

時の前程と比較分析を行いつつ、必要に応じて実施計画を見直すこととする。 

1-2 調査団の構成 
調査団 

No 担 当 氏 名 所 属 

1 団長･総括 米田 一弘 JICA カンボジア事務所 所長 

2 浄水施設 谷 和雄 北九州市水道局総 務経営部 経営企画課 

3 研修評価 筱 窓香 JICA 九州国際センター 研修業務課 

4 評価分析 南村 亜矢子 株式会社 インターワークス 

5 評価企画 野中 博之 JICA カンボジア事務所 
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1-3 調査期間 
2009 年 6 月 18 日（木）～7 月 11 日（土）：24 日間 

月日 曜日 調査行程 

6 月 19 日 金 
 JICA カンボジア事務所との協議 

 鉱工業エネルギー省水道部との協議 

6 月 22 日 月 
 JICA 専門家との協議 

 プノンペン水道公社（PPWSA）との協議 

6 月 23 日 火  対処方針会議 

6 月 24 日 水  プロジェクトサポートチーム（PST）との協議 

6 月 25 日 木 
 組織分析（ID/OS）ワークショップ 

 地方水道局長との協議 

6 月 26 日 金  ミニッツ（案）、報告書（案）作成 

6 月 29 日 月  ミニッツ（案）、報告書（案）作成 

6 月 30 日 火  鉱工業エネルギー省副大臣表敬 

7 月 1 日 水  プルサット浄水場、バッタンバン浄水場視察･協議 

7 月 2 日 木  シェムリアップ浄水場視察･協議 

7 月 3 日 金 
 コンポントム浄水場、コンポンチャム浄水場、スバイリエン浄水場視

察･協議 

7 月 5 日 日  プノンペン→シハヌークビル移動 

7 月 6 日 月  シハヌークビル浄水場、カンポット浄水場視察･協議 

7 月 7 日 火  鉱工業エネルギー省水道部との協議 

7 月 8 日 水  JICA 専門家との協議 

7 月 9 日 木  JICA 専門家との協議 

7 月 10 日 金  合同調整委員会（JCC）会議、ミニッツ調印 

 

1-4 プロジェクトの概要 

1-4-1 プロジェクトの背景 
カンボジア（以下「カ」国）では、内戦後、我が国や他援助機関の協調により、プノンペン市や主

要な地方都市において水供給施設建設および運転・維持管理技術に関する支援が行われ、特にプノン

ペン市においては給水能力の大幅な拡大と人材の能力向上が実現した。しかし、鉱工業・エネルギー

省（MIME）の水道部（DPWS）が管轄しているプノンペン市以外の地方都市公営水道局の給水能力

は依然として低く、安全な水にアクセス可能な人口は、「カ」国全体の 37％にとどまっている（Urban 

Water Supply Sector Performance Review）。JICA はこの状況に対し、厚生労働省と北九州市の支援を得

て、2007 年から 4 年間の計画で「水道事業人材育成プロジェクト フェーズ 2」を実施している2。本

プロジェクトは、我が国、アジア開発銀行（ADB）、及び世界銀行（WB）の支援により水供給施設

改修・建設が行われた主要 8 都市（シェムリアップ、シハヌークビル、バッタンバン、プルサット、

                                                        
2 本プロジェクトの討議議事録（Record of Discussion：R/D）が 2007 年 5 月にカンボジア政府と JICA の間で署名され、

プロジェクトが開始した。 
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コンポントム、コンポンチャム、カンポット、スバイリエン）の公営水道局（TPW: Targeted Public 

Waterworks）スタッフの給水施設の維持管理能力を向上させることを目的としており、先行プロジェ

クト（2003～2006）において技術移転を行ったプノンペン水道公社（PPWSA）を活用しつつ、水質

検査、浄水処理、電気施設、配水施設及び機械施設分野の能力向上のためのマニュアル作成や TPW

スタッフに対する研修等を実施している。JICA は、本プロジェクトのため、電気（計装設備）の専

門家でもあるチーフアドバイザーに加え、水質検査、浄水場運転管理、電気設備、管路布設技術・無

収水対策などの分野の日本人専門家を派遣している。 

1-4-2 プロジェクトの概要 
（1） 上位目標 

カンボジアの「全国公営水道会議」に参加している 14 都市の都市部における水供給施設の運

転・維持能力が向上する。 

（2） プロジェクト目標 

ターゲットの 8 州都公営水道局（TPW）において、プロジェクト・フェーズ I で蓄積された経

験を活用し、水供給施設を運転･維持管理する能力が向上する。 

（3） 成果（アウトプット） 

成果 1：TPW において、水質試験に係る能力が向上する。 

成果 2：TPW において、浄水処理に係る能力が向上する。 

成果 3：TPW において、電気施設の操作・日常保守に係る能力が向上する。 

成果 4：TPW において、機械施設の日常保守に係る能力が向上する。 

成果 5：TPW において、配水施設の維持管理に係る能力が向上する。 

成果 0：プロジェクトがプロジェクト・サポート・チーム（PST）によって適切に管理運営される。 

1-4-3 プロジェクトの実施体制 
（1） プロジェクト・ディレクター（Project Director） 

MIME・DPWS の部長 

（2） プロジェクト・マネージャー（Project Manager） 

MIME・DPWS の副部長 

（3） PST メンバー 

MIME・DPWS のスタッフ、水質、浄水処理、電気設備、機械設備、配水施設の各分野でカウ

ンターパートに任命された対象公営水道局（TPW）のスタッフ3 

（4） Counterparts at TPWs 

8 つの TPW のスタッフ 

 

                                                        
3 各分野の技術面におけるリーダー的役割を果たす。 
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第2章 評価の方法 

2-1 評価の手順 
本中間レビュー調査は、JICA 事業評価ガイドライン（改訂版）に基づき、プロジェクト･サイクル･

マネジメント（Project Cycle Management、以下 PCM）手法で用いられるプロジェクト･デザイン･マ

トリックス（Project Design Matrix、以下 PDM）を活用して実施された。 

2-1-1 既存資料の分析と評価デザインの作成 
現地調査の準備として、プロジェクトに関する以下の既存資料をレビューし、中間レビューの調査

計画と評価グリッド案を作成した（添付資料 5）。また現地調査期間中にも適宜既存資料を収集し、

情報分析に役立てた。 

＜既存資料＞ 

 討議議事録（R/D）（2007 年 5 月署名・交換） 

 事前調査報告書と PDM1 

 実施運営総括表 

 プロジェクト作成資料 
 

＜追加資料のレビュー＞ 

 プロジェクト作成の実績まとめ 

 その他専門家作成の業務完了報告書などの関連資料 

2-1-2 関係者への質問票配布 
現地調査に先立ち、評価分析団員がプロジェクトの実績、実施プロセス、評価 5 項目に関する質問

票案を作成し、事前にプロジェクトの日本人専門家、MIME/DPWS 部長、PST メンバー、TPW 局長、

TPW カウンターパートに配布し、現地調査中に回収した。 

2-1-3 関係者に対するインタビューの実施 
上記質問票の回答をもとに、プロジェクトの実績・実施プロセスを確認することと、評価 5 項目に

関する補足情報を収集するために、プロジェクト関係者にグループインタビュー、あるいは個別イン

タビューを実施した。さらに、本邦研修に参加した研修員に対して、研修の効果、研修で得た知識・

スキルの活用度、研修で作成したアクションプランの実践状況を中心にヒアリングした。 

2-1-4 プロジェクト活動の視察 
プロジェクトの現況を把握するため、プロジェクトが対象としている 8 つの地方公営水道局・浄水

場を視察し、局長や実務に携わっているカウンターパートに活動の実施状況等についてヒアリングし

た。特にプロジェクトで指導している活動項目が適切に現場で実践されているかどうか確認した。 

2-1-5 組織分析ワークショップの実施 
プロジェクトの関係者を対象に組織分析のワークショップを実施し、地方公営水道局と

MIME/DPWS が抱えている問題点、今後優先すべき課題を協議した。 
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2-2 評価の項目 
調査項目は、プロジェクトの実績、実施プロセスの確認、評価 5 項目の観点による評価に分けられ

る。 

2-2-1 プロジェクト実績の確認 
上述の 2-1-1 で作成した評価グリッドをもとに、プロジェクトの投入実績、活動実績、成果の現状、

プロジェクト目標の達成見込みについて確認した。 

2-2-2 プロジェクト実施プロセスの確認 
プロジェクトの実施過程を確認した。主な調査項目は、プロジェクトを円滑に実施するために工夫

された点、モニタリングシステムの有無、プロジェクト関係者間の連携状況などである。 

2-2-3 評価 5 項目に基づく分析 
上述 2-1-1～2-1-5 に基づいて評価 5 項目の 1）妥当性、2）効率性、3）有効性、4）インパクト、5）

自立発展性の観点からプロジェクトを評価した。各評価項目の主な視点は次のとおり。 

1)  妥当性 プロジェクト目標がターゲットグループのニーズと合致しているか、相手国側の

政策との整合性があるのかなど、援助プロジェクトの正当性・必要性を問う。 

2) 効率性 プロジェクトの資源の有効活用という観点から効率的であったかどうかを検証

する。 

3) 有効性 プロジェクトの実施により、ターゲットグループに便益がもたされているかを検

証し、プロジェクトが有効であるかどうかを判断する。 

4) インパクト プロジェクト実施によりもたらされる、より長期的・間接的な効果や波及効果を

みる。 

5) 自立発展性 援助の終了後、プロジェクトで発現した効果が持続するかを問う。 
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第3章 プロジェクトの実績 

3-1 投入の実績 

3-1-1 日本側の投入 
（1） 専門家派遣（協議議事録 ANNEX 2-1） 

プロジェクト開始から2009年6月までに派遣された専門家の担当分野とアサイメント期間は次

のとおり。 

分野 人数 合計 MM 

■長期専門家：   

 チーフアドバイザー 1 24.9 

 浄水処理工程 1 24.7 

■短期専門家：   

 電気施設 単線結線図作成 1 4.0 

 水質モニタリング 2 7.9 

 配水施設モニタリング 1 3.9 

 浄水場マネジメント 2 8.0 

 電気施設 1 4.6 

 塩素設備取り扱いトレーニング 1 2.1 

 配水網（計画・設計） 1 4.0 

 配水施設運営維持管理（バッタンバン・プルサット） 1 3.5 

 配水施設運営維持管理（シェムリアップ） 1 2.4 

合計 13 90.0 

 

（2） 研修員受け入れ（協議議事録 ANNEX 2-2） 

2009 年 6 月時点で、16 人の研修員が本邦研修に参加した（合計 33.0 MM）。 

（3） 機材の投入（協議議事録 ANNEX 2-3） 

2009 年 6 月時点で、10 万 9435 米ドル（約 1270 万 5677 円）の機材が供与された。 

（4） 現地業務費（協議議事録 ANNEX 2-4） 

2009 年 6 月までに 31 万 663 米ドル（約 3175 万 3075 円）が投入された。 

3-1-2 カンボジア側の投入 
（1） カウンターパートの配置（協議議事録 ANNEX4-1） 

2009 年 6 月時点で、114 人のカウンターパートが配置されている。 

1） プロジェクト・ディレクター 

Mr. Tan Sokchea 鉱工業・エネルギー省、水道部長 

（Director, MIME/DPWS） 

H.E. Meng Saktheara 鉱工業・エネルギー省、長官 
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（Director General of Industry, MIME）（前任者） 
 

2） プロジェクト・マネージャー 

Mr. Tang Sochettra 鉱工業・エネルギー省、技術課長 

（Chief of Office of Technique, MIME/DPWS） 

Mr. An Bunhak （前任者） 
 

3） PST メンバー 

分野 MIME/DPWS BTB SHV 

水質分析 1  1 

浄水処理 1   

電気・機械 1 1 1 

配水 1   

事務局 1   

合計 5 1 2 

BTB: バッタンバン（Battambang）、SHV: シアヌークビル（Sihanoukville） 
 

4） TPWs の技術スタッフ（合計 107 人） 

分野 SR BTB SHV KPT KCM PUR KTM SVR 

水質分析 2 1 3 2 3 2 2 4 

浄水処理 4 2 10 2 5 2 3 4 

電気設備 
6 5 2 4 4 5 5 4 

機械設備 

配水 3 5 3 3 - 2 5 - 

合計 15 13 18 11 12 11 15 12 

SR: シェムリアップ（Siem Reap）、BTB: バッタンバン（Battambang）、SHV: シアヌークビル（Sihanoukville）、 

KPT: カンポット（Kampot）、KCM: コンポンチャム（Kampong Cham）、PUR: プルサット（Pursat）、KTM:コ

ンポントム（Kampong Thom）、SVR: スバイリエン（Svay Rieng） 
 

（2） ローカルコスト負担 

 地方公営水道局スタッフが研修に参加する際の旅費、日当宿泊費はカンボジア側が負担してい

る。 
 

（3） その他の施設・機材など 

 プロジェクトが必要とする土地、建物、施設など 

 

3-2 成果の達成状況 
PDM1に基づいた現在の成果の達成状況は次のとおり。 

成果 1:TPW において、水質試験に係る能力が向上する。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

1a: 各 TPW で、必要な水質試験

項目が、マニュアルに基づ

 水質検査に関する集団研修と OJT は計画どおり実施され

た。 
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き、定められた頻度で分析さ

れる。 

 全ての浄水場の水質分析室スタッフは、必須項目の pH、濁

度、色度、アルカリ度、電気伝導度の分析方法に関するス

キルを習得した。 

 重要項目の Fe, Mn, Al, Cu, Zn, hardness, Cl-, SO
4

2
-
, NH3

-
, H2S

に関するトレーニングは全ての浄水場で実施された。今後

は分析手法が定着するためのフォローアップの活動が行わ

れる。 

 水質試験に関するドラフトマニュアルがクメール語、英語

で作成された。今後は改訂を重ねてより実践的なマニュア

ルにする予定である。 

1b: 各 TPW で、MIME に対する

水質試験結果の年間報告書

（クメール語）が作成され

る。 

 年間報告書はプロジェクト期間の後半で作成される予定で

ある。 

1c: プロジェクト終了までに、各

TPW において、全ての関連職

員（プロジェクト開始時点合

計 13 名）がマニュアルに基

づき水質検査を行うことが

できる。 

 全 TPW の水質分析室スタッフは、水質試験に関する能力

を向上させたといえる。今後、プロジェクトはそれぞれの

TPW に必要な水質分析のスキルが定着するようにフォ

ローアップ活動やモニタリングを実施する予定である。 

全般的な達成度： 

 水質試験に関する活動は全て計画どおり実施され、全 TPW においてカウンターパートの水質

分析に関する能力も確実に向上していると判断できる。 

 必須項目に関するドラフトマニュアルはクメール語と英語で作成され、全 TPW で活用されて

いる。重要項目については、現在一部の TPW でのみクメール語と英語で作成された。 

 上記に加え、プロジェクトでは環境省の分析室と MIME の分析室の評価を実施している。 

 

成果 2:TPW において、浄水処理に係る能力が向上する。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

2a: 各 TPW で、毎日、運転日誌

がフォーマットに従って作成

される 

 

 運転日誌に関するトレーニングが実施され、各 TPW に運

転日誌が配備された。日報には取水量、配水量、電力、薬

品注入、原単価4の項目について記載するようになってい

る。これに加えて、今後は、原水のモニタリングを行う必

要がある。 

 各 TPW で日報が記録されるようになってきているが、浄

水場のスタッフは、日報のデータを読み取る習慣をつけ、

異常値があれば浄水場のマネージャーに報告する体制を整

える必要がある。 

                                                        
4 1m3の水を生産するためにかかっている薬品量、電力量などの経費を計算した数値 
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成果 2:TPW において、浄水処理に係る能力が向上する。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

2b: 各 TPW の OJT 終了後には、

沈殿処理水の濁度が常に各

TPW の目標値を満足する。 

 TPW のスタッフは、水質試験の結果を元に薬品注入制御を

行う方法を習得しつつあり、プロジェクト終了までには、

沈殿処理水の濁度が TPW の目標値を満足すると期待でき

る。 

 今後 TPW のスタッフは、原水の質が不安定な時の薬品注

入技術を習得する必要がある。 

 これまで TPW のスタッフは必要なスキルを学んできたが、

シェムリアップ以外の TPW では、流量計や薬品注入調整

弁などの薬品注入制御に必要不可欠な器機が設置されてい

ないため、正確な薬品注入ができない状態である5。このこ

とが著しく技術指導の効果を損なっているが、プロジェク

トでは、可能な範囲で最大限の効果が上がるよう工夫して

技術指導を実施している。 

2c: 各 TPW の OJT 終了後には、

浄水の残留塩素が常に各

TPW の目標値を満足する。 

 スバイリエン以外の TPW では、浄水の残留塩素がそれぞ

れの TPW の目標値を満足している。 

 全 TPWで塩素制御に関する集団研修とOJTが実施された。

しかし、シェムリアップ以外の 7 都市の TPW では6、性能

の低い機材や施設が設置されているため、正確な塩素制御

が困難な状態である。これまではその範囲内で技術指導を

実施してきたため、効果が限定的である7。 

2d: 各 TPW の OJT 終了後には、

ろ過池が、常に各 TPW のろ

過速度・ろ過抵抗の目標値に

従って運転される。 

 シアヌークビルとカンポットで、ろ過池の運転に関する

OJT が実施された。他の TPW に関しては、プロジェクトの

後半に実施される予定である。 

2e: プロジェクト終了までに、各

TPW で、浄水処理マニュアル

（5 種類の個別マニュアルを

含む）が作成される。 

 

 浄水処理分野に関するドラフトマニュアルは計画どおりに

作成されている。ほとんどのマニュアルは英語とクメール

語で作成されているが、一部は今後クメール語に翻訳され

る予定である。 

 作成予定の 5 つのマニュアルのうち、既に作成されたもの

は以下のとおり。 

 浄水処理工程における薬品注入制御（Chemical control 

in treatment process） 

 浄水処理工程における塩素注入制御（Chlorination 

control in treatment process） 

                                                        
5 ADB や WB が支援した浄水場の建設・改修事業がこれに該当し、本来設置されるべき機材や計器が設置されていな

いことや不良品が設置されている状況が見受けられた。 
6 同上 
7 今後は技術移転に必要不可欠な機材を更新するよう調整中であり、後半には技術指導の効果が見込める。 
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成果 2:TPW において、浄水処理に係る能力が向上する。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

 今後作成予定のマニュアルは以下のとおり。 

 ろ過池運転管理（Filter operation/maintenance） 

 沈殿池運転管理（Sedimentation basin maintenance） 

 水量運転計画（Production Control） 

2f: プロジェクト終了までに、各

TPW において全ての関連職

員（プロジェクト開始時点合

計 42 名）がマニュアルに基

づき浄水処理に係る活動を行

うことができる。 

 上記のように、技術指導に必要不可欠な機材が設置されて

いなかったり、設備不良などの予期せぬ問題があった中で、

プロジェクトでは所与の条件の下で最良の方法を考案して

技術指導を進めてきた。しかし、適正な機材や施設なしに

は、本来予定した技術指導の効果は見込めない上に、カウ

ンターパートの能力向上も、予定したレベルには達しない

と考えられる。 

 さらに TPW のスタッフは、理数科の基礎学力が低いため、

給水施設での浄水処理を正確に理解することが難しい。こ

のことも、これまで専門家の技術指導の効果を損なう要因

となっている。 

全般的な達成度： 

 全般的に、全ての TPW でカウンターパートの浄水処理に関する能力は向上しており、効果も

発現し始めているといえる。 

 浄水処理に関するドラフトマニュアルも計画どおり英語・クメール語で作成されている。 

 一方、TPW での機材の未設置や設備不良などが原因で、当初予定したレベルの技術指導が不

可能な状態であり、プロジェクトの効果を損ねている。 

 

消石灰注入

薬品注入制御

薬品注入流量計の未設置 薬品注入量
が不安定

塩素注入量が
不的確

取水 沈砂池 沈殿池 ろ過池 浄水池
配水施設（ポ
ンプ）

給水塔

塩素注入制御

日報作成 前塩素注入
後塩素注入

給水

バッタンバン浄水場の浄水処理工程図を参考に作成

川

設備不良点の
事例(1) 注入すべき適切な薬品量

機器が耐塩素使用では
ないので、錆びる

適切な塩素制御管理

取水量の計測

設備不良点の
事例(2)

凝集剤
注入

送水量の
計測

塩素注入機の故障頻発

 
出所：プロジェクトの専門家からのヒアリングを元に筆者作成 

図 1：浄水処理工程における問題点の例 
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成果 3:TPW において、電気施設の操作・日常保守に係る能力が向上する。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

3a: プロジェクト終了までに、各

TPW で、電気施設操作・日常

保守マニュアル（4 種類の個

別マニュアル含む）がクメー

ル語・英語で作成される。 

 

 電気設備、受配電設備、自家発電設備、施工管理、計装設備
などのドラフトマニュアルがクメール語、英語で作成され

た。残りのドラフトマニュアルは、プロジェクト期間の後半

に作成される予定である。 

 作成されたマニュアルでは、電気設備の日常点検と点検シー
トも含まれている。 

3b: 各 TPW において、マニュア

ルに基づいた電気施設の操

作が行われる。 

 

 PPWSA によって電気施設基礎に関する集団研修が実施さ

れ、その後電気設備の操作と定期点検に関する OJT が実施

された。 

 受配電設備と自家発電設備の操作・維持管理の OJT も実施

された。 

 トレーニング後の参加者アンケートの結果によると、TPW

の研修生のほとんどが研修内容を理解したと判断できる。そ

の一方で理数科系の基礎知識が十分でないため、今後プロ

ジェクトでは各 TPW で電気設備の操作がマニュアルに基づ

いて操作されるようにモニタリングし、適宜フォローアップ

の活動を提供する必要がある。 

3c: 各 TPW において、マニュア

ルに基づいた電気施設の定

期点検が記録される。 

 

 電気施設の定期点検 OJT が行われた結果、TPW のスタッフ

は浄水場の安全対策の重要性を理解し、安全性への意識を高

めることになった。 

 現在、TPW の電気施設の清掃が行われきれいに保たれてい

る。日常点検に必要な書類やチェックシートも各 TPW で整

備された。 

3d: 各 TPW において、尐なくと

も 1 人の関連職員が施設の正

常・異常を判断し、異常の場

合は原因を特定する能力が

ついている。 

 今後スタッフは、理数科の基礎知識を習得し、トラブル

シューティングができるよう電気理論の基礎知識を得る必

要がある。これによって、各 TPW で施設の異常を判断し、

その原因を特定できる能力を高めることになる。 

 さらに、TPW では浄水場の施設に異常が発生した場合、そ

の報告体制を確立する必要がある。 

3e: 各 TPW において維持管理に

関して関連メーカーとの連

絡体制が確立される。 

 

 プロジェクト期間の後半に、関連メーカーとの連絡体制は確
立される予定である。 

3f: プロジェクト終了までに、各

TPW において全ての関連職

員（プロジェクト開始時点で

合計 19 名）がマニュアルに

 全ての TPW スタッフが電気設備を完全に理解するために必

要な理数科の基礎学力を身につけていないため、同分野の活

動の進捗に影響を与えており、プロジェクト期間中に全ての

TPW でこの指標を満たすことは困難と予想される。 
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成果 3:TPW において、電気施設の操作・日常保守に係る能力が向上する。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

基づき操作・日常保守に係る

活動を行うことができる。 

 さらに、TPW では十分なスキルを備えたスタッフ数が限ら

れており、一人のスタッフが複数の仕事を任されていること

が多い。したがって、限られた期間に必要なスキルを習得す

ることが困難と考えられる。 

全般的な達成度： 

 これまでの活動によって、TPW の安全性が確保され、設備を信頼して浄水場を運転できるよう

になった（設備の信頼性の向上）。また、様々な項目のドラフトマニュアルが完成しており、現

場で活用されつつある。 

 電気施設分野の日本人専門家を確保することが困難であったため、同分野の活動開始が当初予

定より 1 年遅れた。さらに電気設備の図面が整備されていなかったため（整備されていない場

合維持管理は難しい）、この活動を追加したことも活動の遅れの原因となった。 

 電気理論に関するカウンターパートの基礎知識が予想よりも低かったため、同分野の進捗は予

想よりも遅れることとなった。したがって、電気施設分野の効果はこれまでのところ限定的で

ある。 

 

成果 4:TPW において、機械施設の日常保守に係る能力が向上する。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

4a: プロジェクト終了までに、各

TPW で、機械施設日常保守マ

ニュアル（3 種類の個別マ

ニュアル含む）がクメール

語・英語で作成される。 

 塩素設備の保守点検マニュアルのドラフトは既にクメール

語と英語で作成された。今後、改訂作業が実施される。TPW

のカウンターパートは日常業務に作成されたマニュアルを

活用している。 

 その他のマニュアルは、プロジェクト期間の後半に作成され

る予定である。 

4b: 各 TPW において、マニュア

ルに基づいた機械施設の操

作が行われる。 

 

 機械施設に関する活動は後半に集中しているため、これに関
する活動も今後実施される。 

4c: 各 TPW において、マニュア

ルに基づいた機械施設の定

期点検が記録される。 

 

 TPW のスタッフは、塩素設備の日常清掃をある程度実施で

きるようになった。  

 その他の施設に関しては、プロジェクト期間の後半に実施さ

れる予定である。 

4d: 各 TPW において、尐なくと

も 1 人の関連職員が施設の異

常を判断し、原因を特定する

能力がついている。 

 

 これに関する活動は、プロジェクト期間の後半に実施予定で

ある。 

4e: 各 TPW において維持管理に  これに関する活動は、プロジェクト期間の後半に実施予定で



 

3-8 

成果 4:TPW において、機械施設の日常保守に係る能力が向上する。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

関して関連メーカーとの連

絡体制が確立される。 

 

ある。 

4f: プロジェクト終了までに、各

TPW において全ての関連職

員（プロジェクト開始時点で

合計 38 名）がマニュアルに基

づき操作・日常保守に係る活

動を行うことができる。 

 現時点で、プロジェクト期間終了までにこの指標が満たされ
るかどうかは判断できない。TPW の関連スタッフがマニュ

アルに基づいて操作・日常保守に関する活動を行うことがで

きるようになるためには、全ての活動が計画どおり完了し、

設備の操作が適切に行われ、日常の保守点検作業が定着する

必要がある。これには、カウンターパートが保守点検シート

のデータを読み取り、機械設備の異常を発見する能力を身に

つけることも含まれている。さらに、全ての浄水場において、

問題が発生した場合の報告体制も確立する必要がある。 

全般的な達成度： 

 機械設備に関するほとんどの活動が今後の 2 年間に集中しているため、成果の発現はこれから

みられると考えられる。 

 ADB の支援によって設置された設備には不良箇所が多く見つかっており、これが浄水場の安全

性を損ねる原因となっている。機械設備分野でも塩素注入施設等に不良箇所があり、プロジェ

クトではまず設備不良の問題に対応する必要性に迫られ、プロジェクトで計画した活動をス

ムーズに開始できなかった。現在でも既存設備に関するいくつかの課題が残されている。 

 

成果 5:TPW において、配水施設の維持管理に係る能力が向上する。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

5a: 各 TPW において、老朽管の

更新計画が作成される。 

 

 5 つの TPW（シェムリアップ、コンポンチャム、スバイリエ

ン以外）において、老朽管の更新計画策定の支援が実施され

た。 

 6 つの TPW（コンポンチャム、スバイリエン以外）において、

管路設計の作成支援が実施された。 

 実施した TPW では更新計画の策定方法、管路設計方法の理

解度は TPW によって異なる。 

5b: 各 TPW において、約 1km の

管路が布設される。 

 

 シェムリアップ、バッタンバン、プルサットで管路の布設指
導が実施された。他の TPW ではプロジェクト期間の後半に

実施される予定である。 

5c: 設計に基づいた位置に正確に

（±10%）管路が布設され、

その管路は常に耐水圧

7.5kgf/cm2 を有する。 

 

 本活動は、プロジェクトの後半に実施される。 
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成果 5:TPW において、配水施設の維持管理に係る能力が向上する。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

5d: 漏水調査が各 TPW において

年 2 回実施される。その結果、

発見される漏水件数がプロ

ジェクトの前より増加する。 

 

 全 TPW を対象に PPWSA による漏水対策の集団研修が実施

された。 

 一方、基本図面が存在せず、プロジェクトでは図面作成のた

めの測量法や図面管理についても指導した。その後、既存管

路の老朽化が想定以上に進んでおり、漏水調査は効果がなく

管路の布設替えが必要ということが判明した。したがって、

現在プロジェクトでは、漏水調査活動の代替案を検討中であ

る。 

5e: 盗水調査が各 TPW において

年 2 回実施される。その結果、

発見される盗水件数がプロ

ジェクトの前より増加する。 

 

 盗水調査はプロジェクト期間の後半に実施予定である。 

5f: プロジェクト終了までに、各

TPW において全ての関連職

員（プロジェクト開始時点で

合計 26 名）が配水施設の維持

管理に係る活動を行うことが

できる。 

 

 漏水調査の活動について代替案を検討する必要が発生した

ことと、基本図面の作成に時間を割いたため、全ての活動が

プロジェクト期間中に終了するかどうかは、不明瞭である。

したがって、全 TPW においてこの指標を満たすかどうかは

不明瞭である。 

全般的な達成度： 

 管路更新計画とその活動はほとんどの TPW で実施され、管路更新計画、管路設計に関するドラ

フトマニュアルがクメール語、英語で作成された。 

 TPW のスタッフは OJT を通じて、配管施設の維持管理に関する知識とスキルを向上したといえ

るが、まだフォローアップが必要な項目もある。 

 基本図面が存在しなかったことと既存管路の老朽化のため、漏水削減の指導が遅れている。 

 

成果 0:プロジェクトがプロジェクト・サポート・チーム（PST）によって適切に管理運営される。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

0a: プロジェクト開始時にPSTが

設立される。 

 

 PST はプロジェクトの開始時に設立され、MIME/DPWS ス

タッフの 15 人が任命された。しかしその後、多くのスタッ

フが昇進、異動、停職となり、メンバーが交代した。現在で

は 10 人が PST メンバーとして活動している。 

0b: プロジェクト開始から 3ヶ月

以内にベースライン調査報

告書が作成される（英語）。 

 

 2007 年 10 月から 2008 年 2 月にかけて、MIME/DPWS と各

TPW を対象にベースライン調査が実施され、TPW の技術ス

タッフのキャパシティレベルが測定された。浄水施設のアセ

スメントは日本人専門家が各 TPW を訪問した際に順次実施
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成果 0:プロジェクトがプロジェクト・サポート・チーム（PST）によって適切に管理運営される。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

された。 

0c: プロジェクト開始から 3 ヶ月

以内に暫定 PDM及び暫定 PO

が見直され、最終化される。 

 

 2007 年に PDM と PO が承認された。その後プロジェクトで

は活動の進捗度合いや投入状況によって、活動計画を適宜見

直して調整している。 

0d: プロジェクト開始から 3 ヶ月

以内にプロジェクト全体及

び各 TPWのAPOが策定され

る。 

 

 プロジェクトの進捗は、TPW ごとにプロジェクトで管理さ

れており、進捗管理のフォーマットも準備され活用されてい

る。 

0e: PO/APO に基づき、プロジェ

クトが定期的にモニターさ

れる（PST-アウトプット会合、

PST 会合、プロジェクト全体

会合、JCC 会合）。 

 各アウトプットの進捗は、主に日本人専門家がモニタリング
し、カウンターパートと結果を共有している。当初予定され

ていたアウトプット・マネージャーが全員昇進あるいは異動

になったため、PST アウトプットミーティングは計画どおり

には開催できなかった。JCC は関係者間でプロジェクトの進

捗や状況を共有する場として、最大限活用されている。 

全般的な達成度： 

 PST メンバーが全員交代となったため、今日までプロジェクトの進捗は主に日本人専門家に

よって管理されている。進捗や状況は関係者で共有されている。 

 プロジェクト開始当初は、PST メンバーが将来のカンボジアの水道セクターの人材育成を担う

中核となることが期待されていた。しかし、PST メンバーがプロジェクト期間の早い段階で交

代したため、この当初計画は変更せざるを得なかった。したがって当初の予定ほど MIME/DPWS

スタッフの能力向上が進んでいない。 

 協力期間の後半は、MIME/DPWS のカウンターパートが定着し、プロジェクトの効果を確保す

ることが期待される。さらに、PST メンバー（特に MIME/DPWS）の役割が現在やや曖昧になっ

ているため、再度明確に定義する必要がある。 

 

 設備面の不備について 

本プロジェクトでは、以下のように ADB と WB の融資によって水道施設の改修・建設事業の対象

となった水道施設8についても技術指導のターゲットにしている。しかしながら、以下にまとめたと

おり、新規に整備された施設にも関わらず設置されている施設･機材に不具合が生じている、あるい

は本来設置されるべき設備が未設置であるなどの問題があり、プロジェクト活動に支障をきたしてお

り、各成果の達成状況に影響を及ぼしている。 

＜施設の具体的な問題点＞ 

                                                        
8 WB： Urban Water Supply Project （2004 年 3 月竣工）：シハヌークビル水道の施設改修、ADB：Provincial Towns 

Improvement Project （2006 年 12 月竣工）：6 都市（バッタンバン、カンポット、コンポンチャム、コンポントム、

プルサット、スバイリエンの水道施設の改修・建設 
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問題点 技術指導の障害点 

 注入量を測定する流量計や制御バル

ブが設置されていない（本来は標準的

に設置されるべき計器や設備であ

る）。 

 正確な水量が測定できないため、水質を保つため

に適切な量の薬品を計算できない。現在は、薬品

注入ラインのコックの開閉調整により、メスシリ

ンダー等で薬品流量を測定することで対応して

いる。 

 表流水を水源とする 4 つの浄水場に

おいて、取水ポンプの 2 次側に設置さ

れている流量計が機能していない。 

 はね車式の流量計が設置されているが、濁度の高

い水質には対応できず、浄水処理水量の正確な測

定が困難である。現状では、ポンプ規格と運転時

間により水量の試算を行っているが、河川水位の

変動により取水量が変化するため、正確な数値が

計測できない。 

 塩素設備に耐塩素仕様の器具が設置

されておらず、耐用年数を待たずして

使用不可となっている。 

 耐塩素仕様でない器具が設置されていたため、多

量の錆が生じ、真空調整弁に流入して閉塞を起こ

す原因になった。取り外すよう OJT で指導した

が、真空調整弁が設置されていない場合は、塩素

漏洩による事故が発生する可能性が高い。 

 ろ過池の内部壁が耐塩素仕様でないために錆が

生じ、濾過池から水漏れが生じている浄水場もあ

る。 

 浄水場の開所 1 年を経ずしてポンプ

故障、発電機故障、バルブ故障などが

頻発している。中古品あるいは粗悪品

が設置されている。 

 設備が正常に作動しないため、浄水場の運転に支

障をきたし、適切な技術指導ができない。 

 

 全般的に設備の設計が適切ではない

箇所が多い。また電気設備の設計図の

詳細が記載されていない。 

 後々の施設の維持管理を考慮して設

計されたとは考えられない箇所が多

い。 

 例えば、電気設備の分野では電気の回路設計が不

適切であり、電源供給がストップあるいは機器が

故障した場合、必要なデータが取得できず現状把

握が困難になる。また設計図に詳細な情報が記載

されていないため設備の不具合が生じた場合、そ

の原因究明が困難であり、推量や仮定をベースに

しか指導できない。 

 計器などが施設に埋め込まれ、取り外して部品の

交換などができないため、故障すれば使用不可に

なる。故障した機器では適切な維持管理の指導が

困難である。 

 配管にはね車式の流量計が設置され

ているが、設置箇所の選定意図が不明

であり、維持管理を考慮して設計され

たとは考えられない。 

 不適切な箇所に流量計が設置されているため、効

果的な漏水調査の指導が困難である。 
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ADB の融資により改修・建設が行われた 6 浄水場について、プロジェクト開始後（2008 年 5 月）

及び本中間レビュー時（2009 年 7 月）にそれぞれ、ADB の案件担当者へ問題解決のための意見を求

めた。同担当者によると、施工当初から問題が多発しており、紛争解決のため、施工業者、コンサル

タント、カンボジア政府との協議を繰り返し、事態の解決に努めたとのことであった。ADB の事業

終了時の評価では、施工業者の業務は満足出来るものでなく、今後、入札時点での審査を改善すべき

との結果であったが、同 6 浄水場で既に生じた問題については、ADB として、フォローアップ協力

等による追加支援の可能性は無いとの回答であった。 

本プロジェクトでは前述したように、所与の条件の下で最良の方法を考案して技術指導を進めてき

たが、浄水場の安全性の確保、安全な水の供給という観点から、必要不可欠な機材や設備を整備し、

技術指導を最大限効果的にする環境を整備する必要がある。 

3-3 プロジェクト目標の達成見込み 
PDM1に基づいたプロジェクト目標の達成見込みは次のとおり。 

プロジェクト目標：ターゲットの 8州都公営水道局（TPW）において、プロジェクト・フェーズ Iで

蓄積された経験を活用し、水供給施設を運転･維持管理する能力が向上する。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

（a） プロジェクト終了までに、8 ヶ所の

TPW 技術職員（プロジェクト開始時

点合計 88 名）が、本プロジェクトで

作成・改善したマニュアルに基づき、

水供給施設を運転・維持管理できる

ようになる。 

 

 TPW の技術スタッフは徐々に浄水場の維持管

理能力を向上させていると判断できる。しかし、

「3-2.成果の達成状況」で述べたように、プロ

ジェクト期間の後半に強化すべき項目が多く残

されている。 

（b） プロジェクト終了までに、8TPW にお

いて配水された水の濁度、pH、残留

塩素が常にカンボジアの水質基準を

満たし、3TPW（シェムリアップ、シ

ハヌークビル、スバイリエン）にお

いて鉄分濃度が常にカンボジア水質

基準に適合している。 

 ほとんどの TPW で配水された水の濁度、pH、

残留塩素は、カンボジアの水質基準を満たして

いる。 

 プロジェクト期間の後半には、3 つのパラメー

ターが「常に」カンボジアの水質基準を満たす

ように指導する必要がある。現在、原水の状態

により上記のパラメーターが影響を受けるこ

とがある。この点を改善するためには、技術指

導に加えて、本来標準的に設置されている計装

設備9を全ての TPW で設置する必要がある。 

（c） プロジェクト終了までに、各 TPW に

おいて、毎日、浄水計画に応じた水

が生産される。 

 これに関連した活動は、プロジェクト期間の後

半に実施される予定である。活動が完了すれ

ば、浄水計画に応じた水の生産が可能になると

考えられる。 

                                                        
9 水量を測る流量計や薬品注入計測設備などである。 
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プロジェクト目標：ターゲットの 8州都公営水道局（TPW）において、プロジェクト・フェーズ Iで

蓄積された経験を活用し、水供給施設を運転･維持管理する能力が向上する。 

指標 現在の達成状況・進捗度 

（d） プロジェクト終了までに、各 TPW に

おいて、常に適正水圧が維持される。 

 これに関連した活動は、プロジェクト期間の後

半に実施される予定である。 

 設計上の理由から、24 時間運転が困難な浄水

場があり、「常に」適正水圧を維持することが

困難な浄水場がある。 

全般的な達成度： 

 各分野におけるカウンターパートのキャパシティが向上し始め、効果も目に見える形で現れて

いる。 

 8 つの TPW では、施設の状態やキャパシティレベルに差異があり、プロジェクトの目標値を

満たせると期待できる TPW もあれば、プロジェクト期間終了までに目標値を満たすことが困

難な TPW もあることが予想される。 

 さらに、設備の不良、そもそも設置されるべき機材の未設置、既存配管の老朽化などの問題が、

これまで、プロジェクトの進捗に影響を与えてきた。したがって当初計画された活動のうち、

プロジェクト期間中に終了できない活動が発生し、プロジェクト目標の達成レベルにも影響を

及ぼす可能性がある。 

 

3-4 実施プロセス 
「3-3 成果の達成状況」の「アウトプット 0」で述べたように、PST メンバーが交代したため、日

本人専門家が主にプロジェクトを管理してきた。したがって、これまではカウンターパートのプロ

ジェクト管理への関与度は限定的である。TPW では内部報告体制が確立され、報告書がプロジェク

トへ提出される予定であるが、定期的に報告書が提出されるまでには至っていない。つまり、活動の

モニタリング体制の更なる強化が必要である。他方、JCC は関係者間でプロジェクトの進捗や活動計

画を共有する場として有効に活用されている。 

3-5 浄水場維持管理能力向上に関する技術的観点からの考察 
安全で安定的な水道水の供給には取水から給水に至るまでの各システムが正常に機能しなければ

ならないが、本プロジェクトで対象としている 8 都市の浄水場の中には、これらのシステムが有機的

に機能していない浄水場が見られた。しかしながら、本プロジェクトの実施によって、除々にではあ

るが確実に人材の育成が図られ各分野の技術の向上が図られている。本プロジェクトの残りの協力期

間で、施設、人材、運営など対応すべき課題は多いが、本プロジェクトの推進によって、カンボジア

国の水道の水準が大幅に改善されると考えられる。本項では、中間レビュー調査での視察とヒアリン

グの結果をもとに、TPW の概要、プロジェクト活動の現状と課題、技術的な観点からの改善策をま

とめた。 

3-5-1 各 TPW の概要 
各浄水場の基礎データと水源・浄水方法は下表のとおりである。シアヌークビル水道局では、湖水・

地下水からの自己水源に加え、民間の水道会社（ANCO 社）から 1 日あたり 2,000m
3程度の水道水を
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買い取っている。その他の水道局は、河川表流水あるいは地下水を水源としている。 

 

浄水場 
施設能力 

（m
3
/日） 

配水量* 

（m
3
/日） 

給水戸数** 

（戸） 
水源 浄水方法 

シェムリアップ 8,000 7,300 4,000 地下水 急速ろ過方式 

バッタンバン 11,520 7,200 7,900 河川（表流水） 急速ろ過方式 

プルサット 5,760 2,700 2,800 河川（表流水） 急速ろ過方式 

シハヌ－クビル 7,680 5,100 3,700 湖水、地下水、買水 急速ろ過方式 

カンポット 5,760 3,800 3,400 河川（表流水） 急速ろ過方式 

スバイリエン 4,800  650 1,100 地下水 急速ろ過方式 

コンポンチャム 9,600 4,300 3,700 地下水 塩素消每のみ 

コンポントム 5,760 1,000 1,800 河川（表流水） 急速ろ過方式 

注*：配水量は 2009 年 5 月の水量月報の数字を活用。 

注**：給水個数は浄水場スタッフへのヒアリングの結果 

3-5-2 プロジェクト活動の現状と課題 
（1） 水質分野 

 現状 

水質試験の必須項目（pH、濁度、色度、電気伝導率、アルカリ度）については、SOP の作成が

完了しており、全ての浄水場において分析が実施されている。重要項目の 10 項目（Fe、Mn、Al、

Cu、Zn、硬度、CI－、SO4、NH3
－、H2S）については、全浄水場で OJT が実施された。 

 課題 

重要項目に関しては、シェムリアップ、バッタンバン以外の水道局で、OJT によるフォローアッ

プが今後必要である。 

（2） 浄水処理分野 

 現状 

全ての浄水場で、各工程における水質および水量が管理され、日報と月報が作成されている。

１ヶ月に２回、ユ－ザ－の給水栓で水質検査を実施しており、日常的に安定していないが残留塩

素（カンボジア水質基準 0.2 以上、0.5 以下）が検出されている。 

河川表流水を水源としている 4 つの浄水場（バッタンバン、プルサット、カンポット、コンポ

ントム）では、沈殿池の効率的な浄水処理を図るため、ジャーテストにより混和池に注入する薬

品の注入率を決定しているが、原水水質や薬品注入等の設備面に課題がある。日本人専門家の指

導の結果、プルサット、バッタンバン、カンポット浄水場では浄水処理後の水質は概ねカンボジ

ア水質基準を満たしているが、コンポントム浄水場では、濁度、色度とも、基準値を満たしてい

ない頻度が高い。 

地下水を水源とするシェムリアップとコンポンチャム浄水場では、浄水水質において、カンボ

ジア水質基準を満たしている。一方、スバイリエン浄水場では、基準値内であるが、比較的、pH

値が高く、色度は、基準値を超える頻度が高い。 

湖水・地下水・買水を水源とするシアヌークビル浄水場では、塩素以外の浄水水質はカンボジ

ア飲料水水質基準を全て満たしていた。 
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各 TPW の浄水処理後の水質結果は下表のとおり。 

水源 浄水場 濁度 色度 pH 
塩素 

（目標値） 

 
カンボジア飲料

水水質基準 
＜5 ＜5 6.5～8.5 02.～0.5 

河川表流水 プルサット 0.5～3.2 2.4～6.3 6.1～6.9 0～1.21 

バッタンバン 1.0～1.6 1.0～6.7 6.7～7.2 1.0 

カンポット 0.3～1.0 <2 6.8～7.2 0.97～1.09 

コンポントム 1.0～7.85 5.0～6.3 5.6～6.8 0.13～0.74 

地下水 シェムリアップ <2 <2 6.4～6.6 0.4～0.5 

コンポンチャム <1 <2 6.7～6.9 0.41～0.78 

スバイリエン 1～2 2～13 8.0～8.2 0.02～0.04 

湖水・地下水・買水 シハヌ－クビル 0.6～1.3 <2 6.8～7.1 0.8～1.4 

出所：各 TPW の 2009 年 5 月の水質月報より 

 

 課題 

＜原水の水質＞ 

表流水を水源としている TPW では原水水質の変動が大きく、適切な浄水処理を行うことが難

しい10。今回の調査では 2009 年 5 月の月報で数値の確認を行ったが、季節によって原水の水質が

変動するため、カンボジアの飲料水水質基準を満たせないケースが出てくると考えられる。 

コンポンチャム浄水場では、原水の電気伝導率が高く何らかの溶存物質が認められている。ス

バイリエン浄水場では、深さ 100m 程度の深井戸を水源としているが、鉄分濃度が高く、アンモ

ニア性窒素も検出されている。 

＜施設＞ 

表流水を水源とする 4 つの浄水場では、取水ポンプの 2 次側に設置されている流量計が機能し

ていない。はね車式の流量計が設置されているが、濁度の高い水質には対応できず、浄水処理水

量の正確な測定が困難である。現状では、ポンプ規格と運転時間により水量の試算を行っている

が、河川水位の変動により取水量が変化するため、正確な数値が計測できない状態である。さら

に同 4 浄水場では取水ポンプの規格が過大なため、配水量に見合った浄水処理水量の調整が困難

である。この結果、浄水場の運転が間欠運転となり、運転の始動時等に、沈殿池内の水流に乱れ

を生じ、懸濁物質やフロックの除去率が低下している。この点は、特にコンポントム浄水場で顕

著であった。 

プルサット、バッタンバン、コンポントム浄水場では、沈殿池の効率的なオペレーションを行

うための凝集材（硫酸アルミニウム）や pH 調整材（ライム）等の注入設備に不備がある。具体

的には、注入量を測定する流量計や制御バルブが設置されていないため正確な薬品注入が困難な

状態である。現状では、薬品注入ラインのコックの開閉調整により、メスシリンダー等で薬品流

量を測定することで対応している。 

                                                        
10 原水水質の変動が大きい場合、浄水処理では対応しきれないケースがあるため、浄水処理スタッフの能力が水質基

準を満たせない要因に必ずしもなるわけではない。必要な設備（例えば pH を調整する設備）を設置しなければ改

善できないこともある。 
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スバイリエン浄水場では、ユーザの蛇口で実施している水質検査において、色度が常に高い傾

向を示している。これは、地下水を取水した後、急速ろ過およびこれに併用した塩素処理を行う

浄水方式を採用しているため、原水に含有する鉄分と塩素の接触時間が短いことから、浄水処理

後にこれらが反応し酸化鉄が生成されていることが想定される。

＜水量＞

コンポンチャム浄水場では、浅井戸を水源としているが、乾季には枯渇するなど十分な水量が

確保できていない。

（3） 電気・機械設備

 現状

電気設備の危険性や清掃の重要性がカウンターパートに理解され、この分野の SOP も作成され
た。点検マニュアル、管理日報の重要性、管理、活用方法なども理解され始めている。機械設備

の分野では、これまで塩素設備に関する活動が実施され、塩素設備の危険性が認識されるように

なった。

 課題

理論的に電気設備の状態を判断する能力がつき始めている。しかし全般的に地方浄水場スタッ

フの理数系の基礎学力が低いために、電気理論の基礎知識の習得から始めなければならず、能力

の向上には時間がかかると想定される。

塩素ガスは每性ガスであるため、その取り扱いについて安全対策等を日本人専門家が指導し、

カウンターパートも的確に対応している。しかしシェムリアップ浄水場を除くほとんどの浄水場

において、塩素注入設備の故障が頻発し、注入が不安定になっている点が課題である。

（4） 配水設備

 現状

日本人専門家の指導により、5 都市の更新計画、6 都市の設計、3 都市の管路更新工事の指導が
実施された。無収水量対策については、PPWSA 研修の活用および日本人専門家による OJT を行

うことになっており、プルサット、バッタンバンで既に実施された。

水道局 更新計画 設計 管路更新工事

シェムリアップ 今後実施 ○ 実施中

バッタンバン ○ ○ ○

プルサット ○ ○ ○

シハヌ－クビル ○ ○ 今後実施

カンポット ○ ○ 今後実施

スバイリエン 今後実施 今後実施 今後実施

コンポンチャム 今後実施 今後実施 今後実施

コンポントム ○ ○ 今後実施

○：実施済み
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 課題 

プルサット、コンポントム、コンポンチャム、カンポット、シアヌ－クビルにおいて、他ドナー

の資金協力による配水管の拡張計画があるが、地方水道局は単に管路を延長すれば水道水を供給

できると考えている傾向があり、浄水場の給水能力とのバランス、管路能力（口径）なども検討

して、給水区域の拡張の必要性を考える必要がある点を指導する必要がある。管路計画について

は、水理解析の手法や考え方が現地カウンターパートに浸透していない。 

無収水量対策については、PPWSA での集団研修を中心に研修を進めているが、シェムリアッ

プを除く対象 7 都市の水道施設には、配水流量を測定する流量計が設置されていないため、無収

水量の把握ができない状況である（ヒアリングの結果によると、７都市の漏水率は、概ね 35％以

上であった）。 

3-5-3 技術的な観点からの改善策 
（1） 施設の改善 

取水・浄水・配水施設の日常の管理・運営に際して、最低限必要な施設や計器を整備すること。

具体的には、取水・配水流量計、薬品注入設備（流量計、制御バルブ）等の設置が必要である。 

（2） 地下水の調査 

地下水を水源とする浄水場では、井戸の揚水能力や水質を調査し、必要な対策を講じること。

シェムリアップ、コンポンチャム、スバイリエン浄水場が対象となる。 

（3） 日常の管理・運転に関する人材育成の促進 

8 都市の浄水場では、各種日報や月報が作成され始めたが、未だ形式的な部分がある。今後は、

これを定着させ、記録結果を有効に活用した浄水処理や電気・機械設備のメンテナンスができる

人材育成を図ることが望まれる。 

（4） 配水管更新計画のフォローアップ 

5 都市で配水管の拡張計画があるため、今後本プロジェクトで策定したマスタープランのフォ

ローアップが必要である。カウンターパートが自ら水理解析を行い、計画策定能力の向上支援を

行うことが望まれる。 

（5） 無収水量対策の取組み強化 

PPWSA との更なる連携強化を図ると同時に、無収水の対策を講じることが 1）経営の改善、2）

安全な水道水質の確保、3）水源開発の一つの手段となることを、日本人専門家の OJT を通して

カウンターパートに強く認識させ、今後優先的に取り組むよう指導すること。 
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第4章 評価結果 

4-1 評価 5 項目による評価結果 

4-1-1 妥当性 
プロジェクトは以下の点において妥当性が高いと判断できる。 

 カンボジアの都市部の給水率は、45～50%程度11であり、依然として都市部で安全な水にアク

セスできる人口は限られており、給水率を増加させることは課題と認識されている。 

 カンボジア側の国家戦略開発計画（2006-2010 年）では、国家開発目標の一つに「量、質共に

年間を通じて需要に見合う水を供給すること」が掲げられている。カンボジアミレニアム開発

目標（Cambodia Millennium Development Goals：CMDGs）では、2015 年までに安全な水の供給

を都市部で 80%、農村部で 50%に増加させることを目標として掲げている。さらに、2008 年

に発表された四方戦略フェーズ 2（Rectangular Strategy Phase II）にも、上下水道の整備に重点

を置くとしている。したがって、プロジェクトはカンボジア政府の政策と整合性を保っている。 

 住民に対して安全でかつ安定した水供給を行うためには、設備の整備のみならず、浄水場の

日々の維持管理体制の構築、配管網（施設）の適切な計画、施工、維持管理などが必要不可欠

である。この点で、ADB、WB、日本の無償資金協力で建設･改修を支援した浄水場では、人

材面の強化が緊急の課題となっており、浄水場のスタッフのキャパシティ向上を目的とした本

プロジェクトを実施する意義は大きかった。また、ADB、WB、日本の無償で同時期に整備さ

れた浄水場を対象としたことも妥当である。 

 日本政府の開発政策では、社会的弱者を支援するひとつとして、上下水道の改善も掲げている。

JICA のカンボジア国別援助実施方針でも、社会インフラの整備と関連分野の人材育成を重点

項目として掲げており、日本政府や JICA の方針と、プロジェクトの方向性は合致している。 

 北九州市の水道局は国際協力の経験が豊富であり、フェーズ 1 での支援母体でもあったため、

技術的優位性があった。さらに、日本の自治体では、安全な水を安定的に供給することが常に

求められており、総合的なノウハウを有した組織だといえる。この点で、日本の自治体が支援

する妥当性は高いと判断できる。 

4-1-2 効率性 
プロジェクトの効率性を高めた要因もいくつかあるが、全般的には効率性はやや低いといえる。 

プロジェクトの効率性に貢献した点は、カンボジアのリソースである PPWSA を活用したことと、

本邦研修を戦略的に活用したことがあげられる。PPWSA はプロジェクトのフェーズ 1 で支援した実

施機関であり、フェーズ 1 プロジェクトによって浄水場の維持管理能力を向上させ、水道分野のエキ

スパートを擁する組織である。この PPWSA のリソースを活用したことによって、カンボジアの状況

                                                        
11 政策関連文書に記載されている都市部の給水率は複数あり、どの数値が実情を反映しているのかは容易に判断でき

ないが、国家統計局が発表している統計に基づきプロジェクトが試算したところ、都市部での給水率はほぼ 46％に

なる見込みである。2005 年に MIME が実施した調査（Urban Water Supply Sector Performance Review）では、安全な

水にアクセスできているのは都市人口全体のわずか 37％に過ぎないという報告もあるため、上記の数値は妥当だと

判断できる。 
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に精通した講師による集団研修や OJT が可能となったこと、クメール語での講義によって研修生の

理解を促進できたこと、プロジェクトとの連携体制が容易に構築できたことが、効率性に貢献した点

だといえる。 

また、本プロジェクトでは、本邦研修を戦略的に活用してきた。カンボジアの研修員が日本で学ぶ

ことによって、先進的なシステムを学ぶことや、あるべき姿を理解できるという効果だけでなく、日

本人専門家が派遣前に研修員の受け入れ担当となって、派遣前にカンボジアの給水事業の状況や課題

を理解できる機会としても活用されてきた。さらに、研修中に人間関係が構築されることも一助とな

り、専門家の着任後スムーズに業務を開始できたといえる。 

その一方で、効率性を損ねている要因は以下のとおりである。 

 電気施設の専門家のリクルートが遅れたことと、配水施設分野の漏水調査の活動が遅れている

ため、プロジェクトの活動がやや遅れている。 

 プロジェクトでは当初、MIME/DPWS のカウンターパート（=PST メンバー）が中心メンバー

となって、地方公営水道局のカウンターパートをトレーニングするアプローチを取る予定だっ

た。しかし、プロジェクト開始時の PST メンバーが全て交代し一時期不在になったポジショ

ンがあったこと、新しいメンバーを最初からトレーニングする必要があったこと、さらに想定

よりも彼らの理数科の基礎学力や能力が低かったことや、学歴が技術系ではないスタッフも

PST メンバーに含まれていたことなどがあり、当初のアプローチを変更し、日本人専門家が地

方公営水道局を巡回する期間が長くなった。これによって、当初計画よりも投入の不足が生じ

ている。 

 さらに TPW のスタッフに対して実施したベースライン調査（キャパシティ・アセスメント）

の結果、彼らの理数科系の基礎学力が不足していることが判明した12。基礎的な知識がないと

薬品の注入量や電気施設のメンテナンスができないため、プロジェクトでは理数科系の基礎知

識を教えることから指導を開始した。このため、活動の進捗に影響を与えている。 

 ADB、WB が施設整備を支援した浄水場において、設備・機材の不備・不良が判明し、技術移

転を開始できる環境を整えるのに時間がかかっている。「3-2 成果の達成状況」で述べたよう

に、薬品注入流量計など浄水場に標準的に設置されているべき機材が設置されていないケース

が多いこと、必要な機材は設置されているが性能が低く正常に機能しないケースが多いこと、

本来あるべき図面がないため図面作成指導についてもプロジェクトで取りかからなければな

らず、その活動に時間を要したことが挙げられる。プロジェクトでは、所与の環境の下で、最

善の方法を考案して問題に対処してきたが、機材未整備の状況はプロジェクトの進捗に大きな

影響を及ぼしたといえる。 

 上述のように当初のアプローチを変更せざるを得なかったために短期専門家の投入を増加し

たこと、予想外に設備・機材の不具合が多く、技術指導に支障をきたしたために機材投入を追

加せざるを得ないこと等の要因があり、プロジェクトの必要投入は当初計画（事前評価時点）

                                                        
12 具体的には、引き算、小数点、分数の計算、シリンダーの目盛りを読むことが困難な場合や、電気の直列、並列の

違いを理解していないスタッフも存在した。 
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よりも増加している13。 

4-1-3 有効性 
これまでのところ全般的には、「4-1-2 効率性」で述べたような要因によって、有効性にも影響が出

ているが、プロジェクトの効果は徐々に目に見え始めており、プロジェクト期間の後半には、さらに

多くの効果が現れると期待できる。今後予定されている活動が計画どおりに進むことが重要であるが、

それに加えて、効果の発現を確保し、プロジェクト目標の達成に向けて強化すべき項目がいくつか特

定されている。 

 MIME/DPWS のカウンターパートの能力強化 

MIME/DPWS から任命された PST メンバーが全て交代になったことと、彼らの能力が当初の予想

ほどのレベルではなかったことによって、プロジェクトは技術指導のアプローチを変更せざるを得な

くなったことは前述のとおりである。このため、MIME/DPWS のカウンターパートの能力向上は、計

画どおりには進んでいない。現在、7 人の MIME/DPWS スタッフが PST メンバーに任命されており、

今後さらにメンバーを追加する予定である。今後は、PST メンバーが固定され、プロジェクト活動と

管理に従事する時間をより一層確保することが期待される。さらに、プロジェクトでアプローチを変

更したことによって、MIME/DPWS のカウンターパートの役割が曖昧になっている。当初は、水道分

野の技術スタッフとして中核を担うことが期待されていたが、地方公営水道局の技術スタッフが技術

レベルの指導者として期待が持てるようになっているのが現状である。したがって、プロジェクトの

後半にさしかかるにあたり、MIME/DPWS のスタッフが今後カンボジアの上水道分野でどのような役

割を担うのかを明確にし14、プロジェクト期間中に強化すべき能力を再特定する必要がある。 

 TPW スタッフの能力強化 

プロジェクトの活動を通じて、TPW のスタッフは浄水場の維持管理に関する能力を確実に強化し

ており、中には自信を深めているスタッフもいる。しかし、機材の不良･不備のため、予定したレベ

ルの活動を実施できなかった為、浄水場の維持管理能力も計画したレベルには達していない。プロ

ジェクト期間の後半、技術指導に必要不可欠な機材を整備して、効果的な指導を行えるようになれば、

TPW のスタッフの能力をさらに強化できると期待できる。ただし、TPW スタッフによって基礎学力

や能力の差があるため、全ての TPW が同じレベルに到達することは難しいと考えられる。したがっ

て TPW によって能力向上のレベルを調整する必要があるといえる15。 

4-1-4 インパクト 
プロジェクトで期待されているインパクトのひとつは、「カンボジアの『全国公営水道会議』に参

加している 14 都市の都市部における水供給施設の運転・維持能力が向上する」である。プロジェク

トによって、若い世代を含めた将来中核を担える技術スタッフの育成が進んでいるため、PPWSA、

                                                        
13 現在不足している機材は、技術指導のためのみならず、安全な水を住民に供給するために必要不可欠な機材である。

JICA が支援している州都の公営水道局で、人間の健康を脅かすような水が供給されるという状況を回避するために

も、最低限必要な機材を投入することは妥当だと考えられる。投入量の増加に関しては、終了時評価で再度評価さ

れるべきである。 
14 MIME/DPWS の職務記述書（Job description）が正式に作成されたとのことである。したがって、彼らの職務記述書

に合致するよう彼らの役割を再特定する必要がある。 
15 プロジェクト目標値を下げるのではなく、例えば、部下や他浄水場のスタッフへのトレーニングを行えるレベルを

期待する浄水場もあれば、浄水場の維持管理をきちんと SOP・マニュアルに沿って行える最低限のレベルを期待す

る浄水場もあるという意味である。 
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地方浄水場である程度の人材がプールされると思われる。プロジェクトの後半、技術指導が進んでい

るいくつかの TPW のキャパシティがどの程度向上するのかが鍵となるが、中核を担う人材による他

州の 6 つの浄水場への技術指導は可能だと考えられる。ただし、現時点で、人材育成（トレーニング）

の確固たる枠組み（仕組み）がないため、MIME/DPWS の機能強化と、現在構想されているカンボジ

ア水道協会（Cambodia Waterworks Association：CWWA）の様な組織の設立が鍵となる（CWWA につ

いては、次項で述べる）。 

4-1-5 自立発展性 
 制度面の自立発展性 

上下水道の法案の審議が先送りになっているため、上水道分野の法的な枠組みが不明瞭のままであ

る（名称は Draft Bill on Management of Water Supply and Sewerage of the Kingdom of Cambodia）。ただし、

カンボジア政府としては、上水道分野の重要性は認識しているため、同分野の人材育成に関する政策

に大きな転換はないと考えられる。人材育成の枠組みでは、CWWA が正式に設立されて人材育成を

担う機関として機能することが期待されている。現時点では、CWWA は公式に設立されておらず、

正式な組織として機能するために必要な政治的・法的な手続きを模索している状態である。将来のカ

ンボジアの上水道分野の人材育成を効果的に行うためには、この CWWA の正式な設立だけでなく、

この機関が確実に機能することが重要である。CWWA の役割・機能、加盟組織の数、内容、運営体

制などについて、今後も可能な範囲でプロジェクトで検討･支援することが望ましい。 

 財政面の自立発展性 

地方浄水場の経営基盤は脆弱であり、地方公営水道局の局長も自身の専門がマネジメントではない

場合があり、経営能力を強化したい意向を持っている。局長レベルでは、経営体質を改善するための

方策は特定できるが、どれもプライオリティーが高く、優先順位をつけられないとのことであった16。

さらに財政面では、スタッフのトレーニングのための予算はほとんど確保されていないとのことで

あった。したがって、この分野での根本的な支援はプロジェクトの範囲外であるが、PPWSA の事例

研究や外部講師の招聘を通じて、経営改善のヒントを与えるようなセミナーを開催することは有益で

あると思われる。 

 技術面の自立発展性 

カウンターパートは、これまでプロジェクトで指導してきた考え方・知識・技術を受け入れており、

自身の能力向上に役立つという認識を持っている。プロジェクトでは、技術指導を受けたスタッフが、

他のスタッフのトレーナーになる方法を取っており、これがカウンターパートの自信になっている。

技術面の自立発展性のためには、上水道分野の人材育成の体制を構築する必要がある。現在のところ

CWWA の設立に期待が寄せられており、これが正式に設立されることが望まれる。その間、プロジェ

クトでは TPW のスタッフが将来の CWWA の重要なリソースとなれるようトレーニングし、

MIME/DPWS のスタッフがトレーニングプログラムの計画立案やコーディネーションを担えるよう

トレーニングする予定である。さらに、地方公営水道局で戦略的に人材育成を行える体制を構築する

ことも重要である。現状では、地方公営水道局では人材育成の戦略・計画を立案する部署あるいは担

当者がいない。TPW のどのスタッフが将来どのような役割を担うべきなのかを特定し、そのために

いつまでにどのような能力を向上させるべきなのかを考えることも、技術面の自立発展性を確保する

                                                        
16 調査期間中に実施した組織分析ワークショップより。 
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ためには重要である。 

4-2 本邦研修の評価 
本プロジェクトでは、2009 年 6 月時点で合計 16 人の研修員が本邦研修にて日本の技術・知識を学

んでいる。本プロジェクトでは、本邦研修を戦略的に活用し、プロジェクト活動の円滑な実施、プロ

ジェクト効果の最大化を図れるよう工夫している。本項では本邦研修の効果について、プロジェクト

のアウトプットへの貢献度、帰国研修員の活動状況と浄水場の維持管理業務に果たしている役割など

を検証する。 

4-2-1 本邦研修員の帰国後の動向 
2007 年度から 2009 年度まで本邦研修に参加した研修員は 16 人であり、そのうち 6 人は中間レ

ビュー調査時点において日本で研修中、10 人が帰国研修員である（添付資料 8）。そのうち 1 人は他

部署へ異動したが、他の帰国研修員 9 人はプロジェクト活動の中心的な役割を担っている。 

4-2-2 本プロジェクトにおける本邦研修の活用戦略 
本プロジェクトでは、研修員の選定・研修内容の計画から、研修実施、帰国後の各段階において、

専門家の派遣母体である北九州市水道局が支援しており、本邦研修を戦略的に活用する仕組みを構築

している。 

 研修員の選定・本邦研修計画 

MIME との協議のもと、現地専門家によって研修員が戦略的に選定される。その際には、PST メン

バー、その他のカウンターパート、MIME、各浄水場の中で、今後プロジェクトの中心的な役割が期

待できる人材、基礎能力の高い優秀な人材が優先して選ばれる。 

研修計画については、現地専門家、元 JICA 専門家を含めた北九州市水道局が綿密に連携、調整し

て、研修員の能力や所属組織の課題に応じた研修計画が策定される。 

 本邦研修参加前 

研修員選定後、現地専門家がテーマを設定し、本邦研修に必要とされる理数科教育等の事前勉強会

が自主的に開催される。事前勉強会を実施することによって、研修員は本邦研修で効率的に知識・技

術を習得することができる。また、帰国研修員等が勉強会の講師を務めることによって復習の場とな

り、知識の定着に役立っている。 

 本邦研修実施期間 

コースリーダーや講師は、今後カンボジアに赴任予定の北九州市水道局職員か、専門家として既に

派遣された水道局職員が担当する。赴任予定の専門家がコースリーダーや講師を担当する場合は、現

地の水道事業、研修員の所属組織が抱える課題、研修員の能力レベルについて事前に情報を得ること

が可能となり、専門家は現地での活動をスムーズに開始することができる。元 JICA 専門家がコース

リーダーや講師を担当する場合、研修員は現地の水道事情に通じた講義・実習を受けることができる。

特にカンボジアの地方水道局のスタッフは、実務経験を有するが水理学等の基礎知識が不足している

ことがあるため、現地専門家と元 JICA 専門家の連携により、研修員の能力レベルに合致した研修を

実施することで、研修の効果を高めることができる。 

 研修員帰国後 
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研修員帰国とほぼ同時期に北九州市水道局より専門家が派遣されている。日本で学んだ知識・技術

をカンボジアの現地の状況に照らして適用する際、研修員は適宜専門家にアドバイスを求め、アク

ションプランの実践をスムーズに行うことが可能となる。 

4-2-3 本邦研修に関する帰国研修員の評価と本邦研修の効果 
（1） 帰国研修員の評価 

帰国研修員による本邦研修の評価は一概に高く、非常に有益であったという意見がほとんどを

占めた。研修期間は 2 カ月間と短いが、帰国研修員全員が日本で学んだ知識・技術を日々の業務

の中で活用している。PPWSA での集団研修とは異なり、尐人数による研修であるため研修機材

を使用して実習する機会が十分にあるという点についても評価が高い。 

本邦研修で使用する設備・機材はカンボジアで使用しているものと異なるが、帰国研修員はそ

れぞれ本邦研修で学んだ技術や教材をカンボジア向けに適宜アレンジして活用している。一方、

設備・資機材の点検方法等は基本的な部分は共通であるため、日本で学んだことをそのままカン

ボジアにて適用している。 

本邦研修で特に有益であった項目については、各研修員、各所属組織、参加した本邦研修によっ

て異なるが、「設備点検方法」「電気パネル」「配水管の施工管理」「配管技術研修」「バルブ操作技

術」「水質管理」「水質検査」等が挙げられた。 

（2） 本邦研修の効果 

 知識・スキルの向上など 

帰国研修員は、本邦研修に参加したことによって知識・技術面で共に多くのことを習得した点

に加え、問題発生時に自信をもって対応することができるようになったなど心理的変化も研修の

効果として挙げている。 

 所属先内での知識・技術の普及 

帰国研修員は、本邦研修で学んだ技術や知識を所属先の水道局スタッフと共有している。例え

ばプルサット水道局では機械のメンテナンス・修理・トラブルの早期発見方法等について同じチー

ムの 2 人のスタッフと本邦研修で学んだことを共有した。シェムリアップ水道公社では、本邦研

修で学んだ知識・技術がチーム 8 人に移転され、現在 8 人全員が本邦研修の内容を理解して実践

することができている。コンポンチャム水道局では、本邦研修のテキスト・教材は全てのスタッ

フが閲覧できるように共有の棚に保管されている。 

その一方で、他のスタッフと本邦研修で学んだ知識や技術を共有し、実践しようと試みても、

他のスタッフには基礎学力や知識が不足しているため指導が進まないという意見もあった（シア

ヌークビル、カンポット水道局）。このような場合は、帰国研修員が中心的な役割を果たして他の

スタッフへ指示を出している。 

 アクションプランの実践度 

2008 年度に本邦研修に参加したスタッフに、研修で策定したアクションプランの実践度を確認

した結果、専門家と協力して精力的に実践していることがわかった（添付資料 8）。既に完了した

項目もあれば、実践中あるいは計画中の項目もあったが、中間レビュー調査時点でも明確な目的
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意識を持って、アクションプランの実践に向けてモチベーションを保っていた。 

 プロジェクト活動・効果発現への貢献 

研修員は、本邦研修において今まで知らなかった知識・技術を身につけると同時に、目指すべ

き理想の姿である日本の水道施設を実際に確認することにより、明確な目標を持つことが可能と

なり、帰国後の活動のモチベーションにつながっている。特に、日本の水道をはじめとするイン

フラや生活を実際に体験することで、帰国研修員は、日本人専門家が目指し指導している事の本

質や価値観を理解し易くなったといえる。これによってプロジェクト目標達成に向けて、カウン

ターパート側と専門家との意思疎通が改善されたといえる。 

現在、帰国研修員の多くは専門家のカウンターパート（あるいは PST メンバー）として活躍し

ており、専門家と協力して SOP を作成したり、知識・技術普及のために各地方を専門家と一緒に

巡回するなど、本プロジェクトのリーダー的な役割を担うようになっている。今後も MIME およ

び各 TPW にて、プロジェクトの中核的な役割を担う優秀な人材を戦略的に選定し、本邦研修に

て知識・技術を強化させていくことがプロジェクト目標達成につながると考えられる。 

上記以外にも、MIME および各 TPW の帰国研修員間にて友好的なネットワークが構築されて

おり、カンボジア国内での情報交換がスムーズに行われている。 

 本邦研修と専門家派遣との相乗効果 

本邦研修の実施機関と現地専門家の所属組織が同じであるため、その指導方針や内容に一貫性

がある点が有益であると帰国研修員は感じている。具体的には、本邦研修で学んだ知識・技術を

カンボジアで実践する際に、帰国研修員は現地専門家に具体的で実践的なアドバイスを現地で受

けることができ、日常業務にスムーズに反映できると感じている。また、アンケート結果による

と、現地専門家も本邦研修の効果は非常に高いと感じている。これは、本邦研修実施機関でもあ

り、専門家所属機関でもある北九州市水道局の組織内での密な情報共有、強力な支援体制が整っ

ていることが大きな貢献要因であると考えられる。 

4-2-4 今後の課題と対策 
8 つの TPW の中で、コンポントムとスバイリエン水道局からの本邦研修への参加実績がない。特

にコンポントム水道局長からは、スタッフの能力強化のために本邦研修参加の機会が必要であると、

中間レビュー調査中に強い要望が出されたが、コンポントム水道局とスバイリエン水道局では、ス

タッフの基礎的な学力が不足しており、本邦研修を受けるレベルに達する人材がいないのが現状であ

る。今後、これらの地方水道局における人材の能力強化のためには、現地専門家による理数科教育の

指導により、本邦研修参加レベルにまで地方浄水場の人材の基礎学力を向上させる必要がある。 

さらに、持続的な地方水道局の人材育成のためには、今回協議議事録（Minutes of Meetings）の提

言にあるように、1） 8 つの水道局のうち Leading TPW を設定し、2） プロジェクトの核となる MIME

と Leading TPW の中核的な人材をまずは本邦研修に参加させ、3） MIME または Leading TPW より

本邦研修に参加することができない水道局の人材に本邦研修の知識・技術を伝達していくようなカン

ボジア国内の研修体制を構築することが必要不可欠だと考えられる。 
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4-3 PDM の修正 
中間レビュー調査では、PDM1をレビューし、プロジェクト関係者と協議した結果、以下のように

PDM1を改訂した。改訂内容の詳細は、添付資料 4 を参照。 

 現状のプロジェクトの活動内容に即して、その効果を正確に測れるよう「上位目標」「プロジェ

クト目標」「成果」の指標を修正した。MIME/DPWS の能力を測る指標が設定されていなかっ

たため、「成果 0」にその指標と活動を追加した。 

 「成果 0」に MIME/DPWS の能力を測る指標を設定したことに対応して、「活動」の覧に関連

する活動を加えた。 

 外部条件が重複していたため整理し、プロジェクト目標の達成に影響する外部条件、上位目標

の達成に影響する外部条件を新たに修正・追加した。 

 プロジェクトでは実質的に SOP（作業手順書）を作成しているので、「マニュアル」を「SOP」

に変更した。 

 その他、プロジェクトの活動の現状に合致するように、文言の細かい修正を行った。 

4-4 結論 
プロジェクト活動の進捗が遅れている分野があることと、さまざまな要因によって当初の計画ほど

技術指導の効果が上がっていないと判断される分野があるが、これまでのプロジェクト活動を通じて、

カウンターパートは確実に浄水場の維持管理に関する能力を向上させている。浄水場の維持管理は、

漏水削減調査や管路更新のような活動だけでなく、水質検査や水量を記録する日報の作成や電気施設

の点検のような日々の細かい作業の積み重ねも必要とされる。このような作業はカンボジアのカウン

ターパートにとって、いわば新しいやり方であり、これまでの習慣を変える必要があったといえる。

長年親しんできた習慣を変えることは時間と根気を必要とする作業であるが、プロジェクトでは粘り

強く取り組んでおり、その成果が今目に見え始めた段階だといえる。プロジェクト期間の後半は、プ

ロジェクトの効果がより一層発現し、カウンターパートの能力が飛躍的に向上すると期待できる。さ

らに、MIME/DPWS、TPW、専門家チームが第 5 章で示す提言を考慮して活動を推進することによっ

て、プロジェクトがより前進することを期待する。 
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第5章 提言 

（1） 活動に必要不可欠な機材と施設の整備 

バッタンバン、カンポット、コンポンチャム、コンポントム、スバイリエン、プルサットの TPW

において、機材不足、設備不良の問題が依然として残っており、効果的な技術指導の妨げになっ

ている。したがって、カンボジア側は、問題の解決についてまずは専門家チームと議論し、カン

ボジア側で対処できることと、プロジェクトとして対処するものを特定すべきである。 

（2） 原水管理と井戸の維持管理の必要性 

浄水場で浄水処理を適切に実施するためには、原水の質を定期的にモニタリングする必要があ

る。さらに、地下水を水源とするコンポンチャム、スバイリエン、シェムリアップの浄水場では、

定期的に取水井戸の状態を点検し、維持管理作業を行う必要がある。これによって井戸の寿命を

長く保つことができ、長期的な水源の確保につながる。 

（3） MIME/DPWS カウンターパートの役割の再確認 

MIME/DPWS カウンターパートの交代やキャパシティの低さによって、当初プロジェクトで想

定していた MIME/DPWS カウンターパートの役割が曖昧になった。したがって、プロジェクトに

おけるMIME/DPWSカウンターパートの役割と機能を再定義する必要がある。この作業に伴って、

プロジェクトでは彼らのどのようなキャパシティを残りの協力期間で強化していくのかも協議す

る必要がある。 

（4） 拠点浄水場（Leading Targeted Provincial Waterworks： LTPW）の設定 

今後 2 年間の協力の効果を最大限に上げるために、プロジェクトでは協力のアプローチを調整

する必要がある。現時点で、8 つの TPW 間でそもそものキャパシティに差があり、これまでのキャ

パシティの向上度合いにも差が認められる。限られたリソースの有効活用、つまり選択と集中の

観点から、拠点浄水場（LTPW）を設定して、プロジェクトの後半では拠点浄水場にプラオリティー

を置いて支援し、その後は、拠点浄水場が中心となって他の TPW への技術指導を担う体制を構

築することが必要である。このアプローチによって、カンボジアの上水道セクターにおける人材

育成体制の基礎を構築することになり、プロジェクト終了後の技術的な自立発展性の確保にもつ

ながる。 

（5） 内部研修体制の確立 

現時点では、上水道セクターの人材育成体制が確立したとはいえない状態である。プロジェク

トで支援を受けた人材が将来中核的な存在となって担当分野の技術トレーニングを行うことが期

待されている。そのためには、プロジェクト期間中に、MIME/DPWS、PPWSA、地方公営水道局

などの関係機関によるカンボジアの内部研修体制が構築されることが重要である。これによって

プロジェクト終了後スムーズに、プロジェクトで育成された人材が確立した研修体制の中で活躍

することができる。さらに、将来的には技術スタッフや経営陣に対してトレーニングを計画・実

施できる調整機関が設立されることが重要である。CWWA を正式に設立し、トレーニングのコー

ディネーターあるいはファシリテーターとしての機能を持たせようというアイデアがある。プロ

ジェクトでは、CWWA が正式に設立されるか継続的にモニタリングし、必要に応じてサポートす
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ることが重要である。 

（6） 地方公営水道局の経営陣に対するトレーニング 

地方公営水道局にとって、収益を確保することは水道事業経営の観点から重要な課題である。

今回の中間レビュー調査の中で、地方公営水道局の経営陣は経営を改善するために強化すべき項

目あるいは解決すべき課題を特定できているようである。しかし、課題が多いためプラオリティー

付けが困難という意見が多かった。財政面の自立発展性の観点から、地方公営水道局ではトレー

ニングの予算確保、スタッフの給与アップのためにも経営を改善するための方策を特定する必要

性が高い。したがって、プロジェクトでは根本的な経営改善の支援は協力範囲外であるが、自立

発展性を確保するために地方公営水道局の経営陣に対して経営管理のセミナー等を開催し、経営

改善に向けたヒントを得られるようなきっかけを作ることは有益である。 

さらに、プロジェクトでは、地方水道局で人事戦略を立案できるようなトレーニングを行う必

要がある。現在、具体的な人材育成計画を立案している地方公営水道局はほとんどない。この点

は、技術的な自立発展性を確保するためにも重要な点であるため、プロジェクトで地方公営水道

局が戦略的に人材育成計画を立案する重要性を理解するように支援するべきである。 
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Ministry of Industry, Mines and Energy （鉱工業エネルギー省） 

H.E. Phork Sovanrith Secretary of State 
  
Department of Potable Water Supply, Ministry of Industry, Mines and Energy  
(鉱工業エネルギー省水道部) 

Mr. Tan Sokchea Director 
Mr. Heng Socheat Deputy Director 
Mr. Mak Chavannarey Chief of Office, responsible for water treatment in project 
Mr. Tep Nareurn Responsible for Electrical facility in project 
  
  
Provincial Waterworks （地方公営水道局） 

Mr. Som Kunthea  General Director, Siem Reap Water Supply Authority 
Mr. Tauch Chhuonsaorith  Director, Battambang Waterworks 
Mr. Nou Sean Chief of Technical Section, Battambang Waterworks 
Mr. Sim Sitha,  Director, Sihanoukville Waterworks 
Mr. Ly Seng Deputy Director, Sihanoukville Waterworks (PST member) 
Mr. Leang Porthong  Director, Kampong Thom 
Mr. Bun Chankun Director, Kampot 
Mr. Norng Saroeun Director, Pursat 
Mr. Prach Norn  Director, Svay Rieng 
Mr. Preap Somala Director, Kampong Cham 
  
Department of Industry, Mines and Energy: DIME （鉱工業・エネルギー州局） 
Mr. Chhun Hin Director, DIME of Kampot 
Mr. Suon Dy  Deputy Director, DIME of Kampong Cham 
Mr. Choeur Cheang Deputy Director, DIME of Battambang 
Mr. Long Sokhom Deputy Director, DIME of Svay Rieng 
  
Phnom Penh Water Supply Authority (プノンペン市水道公社) 

Dr. Ing (Ph.D.) Chea Visoth Assistant General Director, Procurement and Training 
Center 

Mr. Pheng Ty Manager of Distribution Office 
Mr. Keo Heng Water Quality System 
Mr. Sek Saman Electrical Section 
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な
い

。
 

2
. 

必
要
な
資
金
が
担
保
さ
れ
る

。
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標

 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

8
州
都
公
営
水
道
局

(T
PW
)に

お
い

て
、
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

・
フ

ェ
ー

ズ
I
で

蓄
積

さ
れ

た
経

験
を

活
用

し
、

水
供

給
施

設

を
運
転

･維
持
管
理
す
る
能
力
が
向
上
す
る

。
 

 (
a)
 プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了

ま
で
に

、
8
ヶ
所
の

TP
W
技

術
職

員
（

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

開
始

時
点

合
計

88
名
）
が
、

本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で

作
成
・

改
善
し

た
マ

ニ
ュ

ア
ル

に
基
づ

き
、
水

供
給
施

設
を

運
転

・
維

持
管
理
で
き

る
よ
う
に
な

る
（
注

：
ア
ウ

ト
プ
ッ

ト
1～

5
の

結
果

）
。
 

(
b)
 プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了

ま
で
に

、
8T
PW

に
お

い
て
配
水

さ
れ
た

水
の
濁

度
、
pH
、
残

留
塩

素
が

常
に
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
水
質

基
準
を

満
た
し

、
3T
PW
（

シ
ェ

ム
リ
ア

ッ
プ
、

シ
ハ
ヌ

ー
ク
ビ

ル
、

ス
バ

イ
リ

エ
ン
）
に
お

い
て

鉄
分
濃

度
が
常

に
カ
ン

ボ
ジ
ア

水
質

基
準

に
適

合
し
て

い
る
（

注
：
ア

ウ
ト

プ
ッ
ト

1～
4
の
結

果
）
。
 

(
c)
 プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了

ま
で
に

、
 各

TP
W
に

お
い

て
、

毎
日
、

浄
水
計

画
に
応
じ

た
水

が
生

産
さ
れ
る

（
注
：

ア
ウ

ト
プ
ッ

ト
2
と

4
の
結

果
）

。
 

(
d)
 プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了

ま
で
に

、
各

TP
W
に

お
い

て
、

常
に
適

正
水
圧

が
維
持

さ
れ

る
（

注
：
ア

ウ
ト
プ
ッ

ト
3～

5
の
結
果

）
。
 

  

 (a
)
～
(
d)

 

 
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
調

査
報

告
書

の
レ

ビ

ュ
ー

 

 さ
ら

に
:
 

(a
) 
PS
T
に

よ
る

ス
キ

ル
評

価
 

(b
)
～
(d
)
各

T
PW

の
運

転
記

録
 

 1
. 

M
AT

に
対
す
る
政
府
の
支
援
が

変
化
し
な
い

。
 

2
. 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ス
タ
ッ
フ
及

び
PS
T
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が

離

職
し
な
い
。
 

3
. 

原
水
の
著
し
い

汚
染
が
起
こ
ら

な
い

。
 

4
. 

深
刻
な
自
然
災
害
が
起
こ
ら
な

い
。
 

5
. 

必
要
な
資
金
が
担
保
さ
れ
る
。
 

 

         



暫
定

P
D

M
 v

e
r 

4
.2

3
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
事
業
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
フ
ェ
ー
ズ

2
）

 
 
作
成
日

: 0
4/

14
/2

00
7 

 

(2
) 

ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
 1
: 

 T
PW

に
お
い
て
、
水
質
試
験
に
係
る
能
力
が
向
上

す
る
。

 

1a
:
 各

T
PW

で
、
必
要

な
水
質

試
験
項

目
が

、
マ

ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ

き
、

定
め
ら
れ

た
頻
度

で
分

析
さ

れ
る

。
 

1b
:
 各

T
PW

で
、
M
I
ME

に
対
す
る

水
質
試

験
結
果

の
年
間
報

告
書

(
ク
メ
ー

ル
語

)が
作
成
さ

れ
る

。
 

1c
:
 プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
終

了
ま
で

に
、
各

TP
W
に

お
い
て
、
全

て
の
関

連
職

員
（

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
開

始
時

点
合

計
13

名
）

が
マ

ニ
ュ

ア
ル
に

基
づ
き

水
質
検

査
を
行

う
こ
と
が
で

き
る
。

 

1
a:

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
＆

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

レ
ビ

ュ
ー

、
日

本
人

専
門

家
に

よ
る

ス
キ

ル
評

価
 

1
b:

 プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
、

年
間

報
告

書
の

レ
ビ

ュ
ー

 

1c
:
 P
ST

に
よ

る
ス

キ
ル

評
価

 

 1.
 TP

W
の

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
・

ス
タ

ッ
フ

が
離

職
し

な
い
。

 

2.
 原

水
の

著
し

い

汚
染

が
起

こ
ら

な
い
。

 

3.
 大

規
模

な
自

然

災
害

が
起

こ
ら

な
い
。

 

 

ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
 2
: 

 T
PW

に
お
い
て
、
浄
水

処
理
に
係
る
能
力
が
向
上
す
る
。

 

2a
:
各

T
PW

で
、

毎
日
、

運
転
日

誌
が
フ

ォ
ー

マ
ッ
ト
に

従
っ
て

作
成

さ
れ
る

。
 

2b
:
 各

T
PW

の
O
JT

終
了
後

に
は
、

沈
殿
処
理

水
の
濁
度
が

常
に
各

TP
W
の

目
標
値

を
満
足

す
る

。
 

2c
:
 各

T
PW

の
O
JT

終
了

後
に

は
、

浄
水
の
残

留
塩
素
が

常
に

各
TP

W
の
目

標
値
を

満
足
す

る
。
 

2d
:
各

T
P
W
の

O
J
T
終
了

後
に
は

、
ろ
過

池
が

、
常
に

各
TP

W
の

ろ
過
速

度
・
ろ

過
抵
抗

の
目

標
値

に
従

っ
て

、
運

転

さ
れ
る

。
 

2e
:
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
終
了

ま
で
に

、
各

TP
W
で
、
浄
水

処
理
マ

ニ
ュ
ア

ル
（

5
種
類

の
個

別
マ
ニ

ュ
ア

ル
を

含
む

）
が
作

成
さ
れ
る

。
 

2f
:
 プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
終

了
ま
で

に
、

各
TP

W
に
お

い
て

全
て

の
関
連

職
員

（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

開
始

時
点

合
計

42
 
名

）
が

マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基

づ
き

浄
水
処
理

に
係
る

活
動
を
行
う

こ
と
が

で
き
る

。
 

2a
~2
i
:
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

2h
:
 マ

ニ
ュ

ア
ル

の
レ

ビ
ュ

ー
 

2i
:
 P
ST

に
よ

る
ス

キ
ル

評
価

 

ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
 3
: 

 T
PW

に
お
い
て
、
電
気
施
設
の

操
作
・
日
常
保
守
に
係
る
能

力
が
向
上
す

る
。
 

3a
:
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
終
了

ま
で
に

、
各

TP
W
で
、
電
気

施
設

操
作
・
日

常
保
守

マ
ニ
ュ

ア
ル

（
4
種

類
の

個
別

マ
ニ

ュ
ア

ル
含
む
）

が
ク
メ

ー
ル
語

・
英
語

で
作
成

さ
れ
る

。
 

3b
:
各

T
PW

に
お

い
て
、

マ
ニ
ュ

ア
ル
に

基
づ

い
た
電
気

施
設
の

操
作
が

行
わ
れ

る
。

 

3c
:
 各

T
PW

に
お
い
て

、
マ
ニ

ュ
ア
ル

に
基
づ

い
た

電
気
施

設
の

定
期
点
検

が
記
録

さ
れ

る
。

 

3d
:
各

TP
W
に
お

い
て
、

少
な
く

と
も

1
人

の
関
連
職

員
が
施

設
の

正
常
・
異

常
を
判

断
し

、
異

常
の

場
合

は
原

因
を

特
定
す
る

能
力

が
つ
い
て

い
る

。
 

3e
:
 各

T
PW

に
お
い
て

、
維
持

管
理
に

関
し
て

関
連
メ
ー
カ

ー
と
の

連
絡
体

制
が
確

立
さ
れ

る
。
 

3f
:
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
終

了
ま
で

に
、
各

TP
W
に

お
い
て
全
て

の
関
連

職
員
（

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

開
始

時
点

で
合

計
19

名
）

が
マ
ニ
ュ

ア
ル
に

基
づ
き

操
作
・

日
常
保

守
に
係
る
活

動
を
行

う
こ
と

が
で
き

る
。

 

3a
:
 マ

ニ
ュ

ア
ル

の
レ

ビ
ュ

ー
 

3b
:
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

3c
:
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
点

検
簿

、
日

常

保
守

記
録

の
レ

ビ
ュ

ー
 

3d
:
 日

本
人

専
門

家
に

よ
る

ス
キ

ル
評

価
 

3e
:
 関

連
メ

ー
カ

ー
の

連
絡

リ
ス

ト
の

レ
ビ

ュ

ー
 

3f
:
 P
ST

に
よ

る
ス

キ
ル

評
価

 

ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
 4
: 

 T
PW

に
お
い
て
、
機
械
施
設
の

日
常
保
守
に
係
る
能
力
が
向

上
す
る
。

 

4a
:
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
ま

で
に

、
各

TP
W
で

、
機

械
施

設
日

常
保

守
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
3
種

類
の

個
別

マ
ニ

ュ
ア

ル
含

む
）

が
ク

メ
ー
ル

語
・
英

語
で
作

成
さ
れ

る
。

 

4b
:
各

T
PW

に
お

い
て
、

マ
ニ
ュ

ア
ル
に

基
づ

い
た
機
械

施
設
の

操
作
が

行
わ
れ

る
。

 

4c
:
 各

T
PW

に
お
い
て

、
マ
ニ

ュ
ア
ル

に
基
づ

い
た

機
械
施

設
の
定

期
点
検

が
記
録

さ
れ
る

。
 

4d
:
各

TP
W
に
お

い
て
、

少
な
く

と
も

1
人

の
関
連
職

員
が
施

設
の
異

常
を
判

断
し
、

原
因
を

特
定

す
る

能
力

が
つ

い

て
い
る
。

 

4e
:
各

T
PW

に
お

い
て

、
維
持
管

理
に
関

し
て

関
連

メ
ー

カ
ー
と

の
連
絡

体
制
が

確
立
さ

れ
る

。
 

4f
:
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
終
了

ま
で
に

、
各

TP
W
に

お
い
て
全

て
の
関

連
職
員

（
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
開

始
時

点
で

合
計

38
名

）

が
マ
ニ
ュ

ア
ル
に

基
づ
き

操
作
・

日
常
保

守
に
係
る
活

動
を
行

う
こ
と

が
で
き

る
。

 

4a
:
 マ

ニ
ュ

ア
ル

の
レ

ビ
ュ

ー
 

4b
:
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

4c
:
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

、
点

検
簿

、
日

常

保
守

記
録

の
レ

ビ
ュ

ー
 

4d
:
 日

本
人

専
門

家
に

よ
る

ス
キ

ル
評

価
 

4e
:
 関

連
メ

ー
カ

ー
の

連
絡

リ
ス

ト
の

レ
ビ

ュ

ー
 

4f
:
 P
ST

に
よ

る
ス

キ
ル

評
価

 

ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
 5
: 

 T
PW

に
お
い
て
、
配
水
施
設

の
維
持
管
理
に
係
る
能
力
が
向

上
す
る
。

 

  

5a
:
各

T
PW

に
お

い
て

、
老
朽
管

の
更
新

計
画

が
作
成
さ

れ
る

。
 

5b
:
各

T
PW

に
お

い
て
、
約

1k
m
の
管
路

が
布

設
さ
れ
る

。
 

5c
:
 設

計
に

基
づ

い
た

位
置

に
正

確
に

(
±

10
%)
管

路
が

布
設

さ
れ

、
そ

の
管

路
は

常
に

耐
水
圧

7.
5k
gf
/c

m2
を

有
す

る
。

 

5d
:
漏
水

調
査
が
各

T
PW

に
お
い

て
年

2
回

実
施
さ
れ

る
。
そ

の
結
果

、
発
見

さ
れ
る

漏
水
件

数
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の

前
よ
り
増

加
す
る

。
 

5e
:盗

水
調
査
が
各

T
PW

に
お
い

て
年

2
回

実
施
さ
れ

る
。
そ

の
結
果

、
発
見

さ
れ
る

盗
水
件

数
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の

前
よ
り
増

加
す
る

。
 

5f
:プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了

ま
で
に

、
各

T
PW

に
お
い
て

全
て
の

関
連

職
員
（

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開

始
時

点
で

合
計

2
6
名

）

が
配
水
施

設
の
維

持
管
理

に
係
る

活
動
を

行
う
こ
と
が

で
き
る

。
 

5a
～
5e
:
 プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

 さ
ら

に
 

5a
:
 更

新
計

画
の

レ
ビ

ュ
ー

 

5c
:
 設

計
図

と
竣

工
図

の
比

較
、

耐
水

試
験

報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

5d
:
 漏

水
調

査
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

5e
:
 盗

水
調

査
報

告
書

の
レ

ビ
ュ

ー
 

5f
:
 P
ST

に
よ

る
ス

キ
ル

評
価

 

 ア
ウ

ト
プ
ッ

ト
0
: 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
チ
ー
ム

（
PS
T）

に
よ
っ
て
適
切
に
管
理
運
営
さ
れ
る
。

1  

0a
:プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
始

時
に

PS
T
が
設

立
さ

れ
る
。

 

0b
:プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
始

か
ら

X
ヶ
月
以

内
に

ベ
ー
ス
ラ

イ
ン
調

査
報
告

書
が
作

成
さ
れ

る
（
英

語
）

。
 

0c
:プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
始

か
ら

X
ヶ
月
以

内
に

暫
定

PD
M
及
び
暫
定

P
DM

が
見
直

さ
れ
、

最
終

化
さ

れ
る

。
 

0d
:プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
開
始

か
ら

X
ヶ
月
以

内
に

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
全

体
及
び

各
T
PW

の
AP

O
が

策
定

さ
れ

る
。

 

0e
:P
O/
AP

O
に

基
づ
き

、
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
が

定
期
的
に

モ
ニ
タ

ー
さ
れ

る
（

PS
T
-ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
会

合
、

PS
T
会

合
、

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

全
体

会
合

、
JC

C
会
合

）
。

 

0a
～

0e
:
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

報
告

書
の

レ
ビ

ュ
ー
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
   

1 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
チ
ー
ム
（

P
S

T）
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（

M
IM

E
か
ら
選
ば
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
技
術
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、
及
び

TP
W
か
ら
選
ば
れ
た
技
術
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
及
び
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
日
本
人
専
門
家
、

P
PW

SA
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
専
門
家
）
か
ら
成
る
。

P
S

T
の
暫
定
組
織
図
に
つ
い
て
は
別
紙

A
を
参
照
。

 



暫
定

P
D

M
 v

e
r 

4
.2

3
：
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
事
業
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
フ
ェ
ー
ズ

2
）

 
 
作
成
日

: 0
4/

14
/2

00
7 

 

(3
) 

 

活
動

 
 1
.1
 

T
PW

の
関

連
職

員
の
た
め

に
、
水
質
試
験
に
係
る
一
般

集
団

研
修
（

PP
W
SA

に
て

）
及
び

3
タ

イ
プ

の
地
方

研
修
を

毎
年

実
施

す
る

。
 

1
.2
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
活
動

1.
1
で
作
成
ま
た
は
改
善
し
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
活

用
し

、
水

質
試

験
を
行

う
。

  
 

1
.3
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
水
質
試
験
結
果
に
係
る

DP
WS
/M
I
ME

に
対

す
る

年
間
報

告
書

を
作

成
す

る
。
 

 2
.1
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
浄
水
処
理
の
た
め
の
運
転

日
誌
を
導
入

ま
た
は

改
善
す

る
。

 

2
.2
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
水

需
要
に
基
づ
く
水
生
産
を
導
入
ま
た
は

改
善

す
る
。
 

2
.3
 

6
TP
W
に

お
い

て
、
濁
度
・

pH
に
係
る
薬
品
注
入
技
術

を
導
入

ま
た

は
改
善

す
る

(P
U

R
, B

TB
, S

H
V

, K
P

T,
 K

TM
, S

R
)。

  

2
.4
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
浄
水
処
理
工
程
で
の
塩
素
制
御
を
改
善
す

る
。

 
2
.5
 

ろ
過

池
の
あ

る
7T
PW

に
お
い
て
、

ろ
過
池

の
運
転
及
び
維
持
管
理

を
改
善

す
る

(P
U

R
, B

TB
, S

H
V

, K
P

T,
 K

TM
, S

R
, S

V
R

)。
 

2
.6
 

沈
殿

池
の
あ

る
6T
PW

に
お
い
て
、

沈
殿
池

の
維
持
管
理
を
改
善
す

る
(P

U
R

, B
TB

, S
H

V,
 K

P
T,

 K
TM

, S
R

)。
 

2
.7
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
ポ
ン
プ

設
備
の
運
転
を
改
善
す
る

。
 

2
.8
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
活
動

2.
3～

2
.7

の
一
環
と
し
て

作
成

ま
た
は

改
善
し

た
5
種

類
の
マ
ニ

ュ
ア
ル

を
ま
と

め
て
、
浄

水
処

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作
成

す
る
。
 

 3
.1
 

T
PW

の
関

連
職

員
の
た
め
に
、
電
気
施
設

（
自
家
用
発
電
機
、
受
配

電
設
備

、
電

動
設

備
、

計
装
設

備
）
の

操
作
・

日
常

保
守

に
係

る
集

団
研

修
を

PP
W
SA

で
実
施
す
る

。
  

3
.2
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
電
動
及
び
受
配
電
設
備
に
係
る
絶
縁
抵
抗
測
定

用
の
系

統
図

を
作

成
す

る
。
 

3
.3
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
電
気
施
設

の
操
作
を
導
入
ま
た
は

改
善
す

る
 
(注

：
他
の

活
動

と
異

な
り
、

活
動

3.
3
は

自
家
用

発
電

機
及

び
受

配
電

設
備
の

み
を
対

象
）
。
 

3
.4
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
電
気
施
設
の
日
常
保
守

を
導
入
ま
た
は

改
善
す

る
。
 

3
.5
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
活
動

3.
3
及
び
活
動

3.
4
の
一
環
と
し
て
作
成

ま
た
は

改
善

し
た

４
種

類
の
マ

ニ
ュ
ア

ル
を
ま

と
め

て
、
電
気

施
設

の
操

作
・
日

常
保
守

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

。
 

 4
.1
 

T
PW

の
関

連
職

員
の
た
め
に
、
機
械
施
設
（
塩
素
注
入
設
備
、
薬
品

注
入
設

備
、

ポ
ン

プ
設

備
）
の

日
常
保

守
に
係

る
集

団
研

修
を

P
PW
SA

で
実

施
す

る
。
 

4
.2
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
機
械
施
設

の
日
常
保
守
を
導
入
ま
た
は

改
善
す

る
。
 

4
.3
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
活
動

4.
3
 の

一
環
と
し
て
作
成
ま
た
は
改

善
し

た
3
種

類
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を
ま

と
め
て

、
各

TP
W
の

機
械

施
設

の

日
常

保
守
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る

。
 

 5
.1
 

各
TP
W
の
管

路
更
新
計
画
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
設
定

を
含
む

）
を

策
定
す

る
。

 

5
.2
 

T
PW

の
関

連
職

員
の
た
め
に
、
毎
年
、
管
路
更
新
工
事

の
施
工

管
理

に
係
る

集
団

研
修
を

PP
W
SA

で
実

施
す

る
。
 

5
.3
 

各
TP
W
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
に
お

い
て
管
路

更
新
工
事
を
行
う
。
 

5
.4
 

T
PW

の
関

連
職

員
の
た
め
に
、
毎
年
、
無
収
水
対
策
に
係
る
集
団
研

修
を

PP
W
SA

で
実

施
す
る

。
 

5
.5
 

各
TP
W
に

お
い

て
、
無
収
水
対
策
を
導
入
ま
た
は
改
善
す
る

。
 

 0
.1
 

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
・
サ

ポ
ー
ト
・
チ
ー
ム
(
PS
T
)を

設
立
す
る

。
 

0
.2
 

8
ヶ

所
の

TP
W
の

水
道
施
設
の
運
転
・
維
持
管
理
能
力

 (
指
標
に
関

す
る
情

報
を

含
む

）
を

調
べ
る

た
め
に

モ
ニ
タ

リ
ン

グ
（

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

）
調
査

を
行
う
。
 

0
.3
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

PD
M
と

PO
に
基
づ
き
管
理
運
営
す
る
。
 

0
.4
 
関

連
機

関
（

NG
O
を
含
む
）
と
の
連
携
を
強
化
す
る

。
 

0
.5
 
必

要
に

応
じ

て
エ
ン

ド
ラ
イ
ン
調
査
を
行
う

。
 

投
入
 

<日
本
側

> 

(
1)
 日

本
人
専
門
家

の
派
遣
 

(
a)
 長

期
専
門
家
：
チ
ー
フ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

及
び

浄
水

処
理
分
野
 

(
b)
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
必
要
な
短
期
専
門
家

：
水
質
試
験
、
浄

水
処
理
、
電
気
施
設
、
機
械
施
設
、
及
び
配
水
施
設
分
野

  

 (
2)
 カ

ン
ボ
ジ
ア
側
人
員
の

本
邦
研
修
：

水
質
試
験

、
電
気
施
設
、
機
械

施
設
、
及
び
配
水
施
設
分
野
 

 (
3)
 資

機
材
供
与
 

 
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
必
要
な
資
機
材
が
供
与
さ
れ
る
（
暫
定
リ

ス
ト
は

別
紙

B
参
照
）
 

 (
4)
 在

外
事
業
強
化
費
 

(
a)
水
質
試
験
地
方
研
修
及
び
配
水
分
野
の

OJ
T
に
関
す
る

PP
WS
A
の

短
期
専
門
家
に
係
る
費
用
 

(
b)
 P
PW
SA

に
お
け
る
集
団
研
修
に
係
る
費
用

  

(
c)
 技

術
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
係
る
費
用
 

(
d)
 そ

の
他
必
要
な
費
用
 

 <カ
ン
ボ
ジ

ア
側

> 

(
1)
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の
人
員
の
配
置
 

(
a)
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

(1
名
)－

MI
ME
 

(
b)
P
ST

の
た
め
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

（
合
計

16
名
）
 

1
) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 (
1
名
)－

MI
ME
 

2
) 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 兼
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

(合
計

4
名

)：
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 1
(1

名
)、

 ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 2
(1

名
)、

 ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 3
&4
 (
1
名
) 
、
 及

び
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
5 
(1

名
)―

M
IM
E 

3
) 

そ
の
他
の

MI
ME

か
ら
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

 (
合
計

6
名

)：
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト

 3
 
&4
 
(1

名
)、

 ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 5
(5

名
) 

4
) 

T
PW

か
ら
の
短
期
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
合
計

4
名
）
：

ア
ウ
ト

プ
ッ
ト

1＆
2（

2
名
）
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

5（
2
名
）
 

5
) 

事
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト

 (
1
名
) 

 

(
c)
各

TP
W
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ス
タ
ッ

フ
（
合
計

88
名
）
：

水
質

試
験
、
浄
水
、
電
気
施
設
、
機
械
施
設
及
び
配
水
施
設
分
野
 

 (
2)
 プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
必
要
な
土
地
・
建
物
・
施
設
（
チ
ー
フ
・
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
オ
フ
ィ
ス
・
ス
ペ
ー
ス
を
含
む
）
の
提
供
 

 (
3)
 活

動
実
施
に
必
要
な
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ス
ト

 

1.
 T
PW

の
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

・
ス

タ
ッ

フ
が

離
職

し
な

い
 

2.
 原

水
の
著

し
い

汚
染

が
起

こ
ら

な
い
。

 

3.
 大

規
模

な
自

然

災
害

が
起

こ
ら

な
い
。

 

   前
提
条
件

 

 1
.プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
係
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
側

人
員
が
任
命

さ
れ
る

。
 

 2
.カ

ン
ボ
ジ
ア
短

期
専
門
家
と

P
PW
SA

に
関
す
る

覚
書
が

JI
CA

と

P
PW
SA

の
間
で
調

印
さ
れ
る
。
 



暫
定

PD
M

 v
er

 4
.2

3：
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
事
業
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
フ
ェ
ー
ズ

2）
 
 
作
成
日

: 0
4/

14
/2

00
7 

(4
) 

J
o
in

t 
C

o
o
rd

in
a
ti

n
g
 C

o
m

m
it

te
e
 (

J
C

C
) 

M
in

is
try

 o
f I

nd
us

try
, M

in
es

 a
nd

 E
ne

rg
y

(M
IM

E)

Sp
ec

ia
lis

ts
(T

PW
 st

af
fs

)

P
S

T
 A

d
v
is

o
rs

 

別
紙

A
: 

P
S
T
の

暫
定

組
織

図
 

P
ro

je
ct

 S
u

p
p

o
rt

in
g
 T

e
a

m
 (

P
S

T
) 

Lo
ng

-te
rm

JI
C

A
 E

xp
er

t
(W

at
er

 T
re

at
m

en
t) Pr
oj

ec
t 

C
oo

rd
in

at
orSh

or
t-t

er
m

 
C

am
bo

di
an

 e
xp

er
ts

Sh
or

t-t
er

m
 

JI
C

A
 e

xp
er

ts

P
S

T
 S

p
e
ci

a
li

st
s 

M
A

T
 

Pr
oj

ec
t M

an
ag

er
(D

ep
ut

y 
D

ire
ct

or
 o

f D
PW

S/
M

IM
E)

O
ut

pu
t M

an
ag

er
(O

ut
pu

t 1
)

O
ut

pu
t M

an
ag

er
(O

ut
pu

t 5
)

O
ut

pu
t M

an
ag

er
(O

ut
pu

t 2
)

O
ut

pu
t M

an
ag

er
(O

ut
pu

t 3
 &

 4
)

Sp
ec

ia
lis

ts
(D

PW
S 

an
d 

TP
W

 st
af

fs
)

Sp
ec

ia
lis

ts
(D

PW
S)

A
dm

in
is

tra
tiv

e 
A

ss
is

ta
nt

C
hi

ef
 A

dv
is

or

Pr
oj

ec
t D

ire
ct

or
(D

ire
ct

or
of

 D
PW

S/
M

IM
E)

JI
C

A
 C

am
bo

di
a 

O
ffi

ce Te
ch

ni
ca

l 
A

ss
is

ta
nt

s



P
D

M
：カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
事
業
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＇フ
ェ
ー
ズ

2
（
 

(1
) 

実
施
機
関

:カ
ン
ボ
ジ
ア
国
鉱
工
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
＇
M

IM
E
（
水
道
局
＇
D

P
W

S
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
作
成
日
：
20

09
年

7
月

10
日

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間

: 
20

07
年

5
月
か
ら

20
11
年

4
月
＇
4
年
間
（ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
受
益
者

: 
<直
接
的
受
益
者

> 
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ

 (S
R

), 
バ
ッ
タ
ン
バ
ン

 (B
TB

), 
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル

 (S
H

V
), 
カ
ン
ポ
ッ
ト

 (K
P

T)
, コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

 (K
C

M
), 
コ
ン
ポ
ン
ト
ム

 (K
TM

), 
プ
ル
サ
ッ
ト

 (P
U

R
) 、
及
び
ス
バ
イ
リ
エ
ン

 (S
V

R
)の
対
象
州
都
公

営
水
道
局
＇
TP

W
（の
技
術
ス
タ
ッ
フ

 
88
名
＇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
点
（及
び

PW
S

D
/M

IM
E
の
技
術
ス
タ
ッ
フ

 
16
名
＇プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
点
（
- 合
計

10
4
名
＇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
点
（
 <
間
接
的
受
益
者

> 
 こ
れ
ら

8
州
都
水
道
局
給
水
区
域
内
在
住
者

約
26
万
人
＇
20

03
年
時
点
（ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
エ
リ
ア

: 
S

R
, B

TB
, S

H
V

, K
P

T,
 K

C
M

, K
TM

, P
U

R
, S

V
R
、
お
よ
び
プ
ノ
ン
ペ
ン
＇
PP
（ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

 

 

指
標

 
指
標
入
手
手
段

 

 

外
部
条
件

 

ス
ー
パ
ー
ゴ
ー
ル

 

都
市
部
に
お
け
る
安
全
な
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
増
加
す
る
。

 

  20
15
年
ま
で
に
都
市
部
に
お
け
る
安
全
な
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

80
％
に
増
加
す
る
。

 

 カ
ン
ボ
ジ
ア
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標

＇
C

M
D

G
s（
報
告
書
の
レ
ビ
ュ
ー

 

 

上
位
目
標

  

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
「
全
国
公
営
水
道
会
議
」
に
参
加
し
て
い
る

14
都
市
の

都
市
部
に
お
け
る
水
供
給
施
設
の
運
転
・維
持
能
力
が
向
上
す
る
。

 

＜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
支
援
し
た

8
都
市
の
浄
水
場
＞

 
(a

) 8
TP

W
に
お
い
て
配
水
さ
れ
た
水
の
重
要
項
目
＇
Fe

, 
M

n,
 A

l, 
C

u,
 Z

n,
 h

ar
dn

es
s,

 C
l- , 

S
O

42-
, 

N
H

3- , a
nd

 H
2S
（
が
常
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
水
質
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

 
(b

) 
8T

PW
に
お
い
て
、
常
に
適
正
水
圧
が
維
持
さ
れ
る
。

 
 ＜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
支
援
し
て
い
な
い

6
都
市
の
浄
水
場
＞

 
(c

) 6
ヶ
所
の
浄
水
場
の
技
術
職
員
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
・改
善
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
水
供

給
施
設
を
運
転
・維
持
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 
(d

) 6
つ
の
浄
水
場
に
お
い
て
配
水
さ
れ
た
水
の
必
須
項
目
＇
pH
、
伝
導
度
、
濁
度
、
色
度
、
ア
ル
カ
リ
度
（

が
常
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
水
質
基
準
を
満
た
す
。

 
(e

) 各
浄
水
場
に
お
い
て
、
毎
日
、
浄
水
計
画
に
応
じ
た
水
が
生
産
さ
れ
る
。

 
(f)

 各
浄
水
場
に
お
い
て
、
適
正
水
圧
が
維
持
さ
れ
る
。

 
 

  (a
) -

 (f
) 

各
浄
水
場
の
水
質
試
験
結
果
に
係
る
年

間
報
告
書
の
レ
ビ
ュ
ー

 
 M

IM
E

/D
PW

S
に
よ
る
評
価
＇
あ
る
い
は

設
立
さ
れ
て
い
れ
ば

C
W

W
A
に
よ
る
評

価
（ 

 

 1.
 
水
に
関
す
る
政
府
の
基

本
政
策
が
変
化
し
な

い
。

 
2.

 
必
要
な
資
金
が
担
保
さ

れ
る
。

 
3.

 
水
セ
ク
タ
ー
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が

M
IM

E
に
よ
っ
て
策
定
さ
れ

る
。

 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

  

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の

8
州
都
公
営
水
道
局

(T
PW

)に
お
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

フ
ェ
ー
ズ

I
で
蓄
積
さ
れ
た
経
験
を
活
用
し
、
水
供
給
施
設
を
運
転
･維

持
管
理
す
る
能
力
が
向
上
す
る
。

 

 (a
) 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
、

8
ヶ
所
の

TP
W
技
術
職
員
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
・
改
善
し
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
水
供
給
施
設
を
運
転
・
維
持
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

 
(b

) プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
、

8T
PW

に
お
い
て
配
水
さ
れ
た
水
の
必
須
項
目
＇
pH
、
伝
導
度
、
濁
度
、

色
度
、
ア
ル
カ
リ
度
（
が
常
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
水
質
基
準
を
満
た
し
、

3T
PW

＇
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
、
シ
ハ

ヌ
ー
ク
ビ
ル
、
ス
バ
イ
リ
エ
ン
（
に
お
い
て
鉄
分
濃
度
が
常
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
質
基
準
に
適
合
し
て
い
る
。

 
(c

) 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
、
各

TP
W
に
お
い
て
、
毎
日
、
浄
水
計
画
に
応
じ
た
水
が
生
産
さ
れ
る
。

 
(d

) 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
、
各

TP
W
に
お
い
て
、
適
正
水
圧
が
維
持
さ
れ
る
。

 
 

 (a
)～

(d
) 

 
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
報
告
書
の
レ

ビ
ュ
ー

 
 さ
ら
に

: 
(a

) P
ST
に
よ
る
ス
キ
ル
評
価

 
(b

)～
(d

)各
TP

W
の
運
転
記
録

 
 

1.
 
カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
事
業

協
会
＇
C

W
W

A)
が
正

式
に
設
立
さ
れ
、
機
能

し
て
い
る
。

 
2.

 
計
画
ど
お
り

A
D

B
に

よ
っ
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ク

ラ
ス
へ
の
水
道
事
業
経

営
に
関
す
る
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
実
施
さ
れ
る
。

 
3.

 
8
都
市
で
、
老
朽
化
し

た
配
管
の
布
設
替
え

が
実
施
さ
れ
る
。

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 1
: 

 T
PW

に
お
い
て
、
水
質
試
験
に
係
る
能
力
が
向
上
す
る
。

 
1a

: 各
TP

W
で
、
必
要
な
水
質
試
験
項
目
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、
定
め
ら
れ
た
頻
度
で
分
析
さ
れ

る
。

 
1b

: 各
TP

W
で
、

M
IM

E
に
対
す
る
水
質
試
験
結
果
の
年
間
報
告
書
＇
ク
メ
ー
ル
語
（が
作
成
さ
れ
る
。

 
1c

: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
、
各

TP
W
に
お
い
て
、
全
て
の
関
連
職
員
＇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
点
合
計

13
名
（
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
水
質
検
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

1a
: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
＆
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
レ
ビ
ュ
ー
、
日
本
人
専
門
家
に
よ

る
ス
キ
ル
評
価

 
1b

: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
、
年
間
報
告
書

の
レ
ビ
ュ
ー

 
1c

: P
S

T
に
よ
る
ス
キ
ル
評
価

 

 1.
 

TP
W

s
が
民
営
化
さ
れ

な
い

 
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 2
: 

 T
PW

に
お
い
て
、
浄
水
処
理
に
係
る
能
力
が
向
上
す
る
。

 
2a

: 各
TP

W
で
、
毎
日
、
運
転
日
誌
が
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
る
。

 
2b

: 各
TP

W
の

O
JT
終
了
後
に
は
、
沈
殿
処
理
水
の
濁
度
が
常
に
各

TP
W
の
目
標
値
を
満
足
す
る
。

 
2c

: 各
TP

W
の

O
JT
終
了
後
に
は
、
浄
水
の
残
留
塩
素
が
常
に
各

TP
W
の
目
標
値
を
満
足
す
る
。

 
2d

: 各
TP

W
の

O
JT
終
了
後
に
は
、
ろ
過
砂
の
洗
浄
工
程
管
理
が
＇
ろ
過
抵
抗
と
洗
浄
配
水
濁
度
を
も
と

に
（
正
し
く
行
え
る
。

 

2a
~2

i プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
の
レ
ビ
ュ
ー

 
2h

: マ
ニ
ュ
ア
ル
の
レ
ビ
ュ
ー

 
2i

: P
ST
に
よ
る
ス
キ
ル
評
価

 



P
D

M
：カ
ン
ボ
ジ
ア
水
道
事
業
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＇フ
ェ
ー
ズ

2
（
 

(2
) 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

 

 

指
標

 
指
標
入
手
手
段

 

 

外
部
条
件

 

2e
: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
、
各

TP
W
で
、
浄
水
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
＇
5
種
類
の
個
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
含

む
（が
作
成
さ
れ
る
。

 
2f

: 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
、
各

TP
W
に
お
い
て
全
て
の
関
連
職
員
＇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
点
合
計

42
 名
（が
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
浄
水
処
理
に
係
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 3
: 

 T
PW

に
お
い
て
、
電
気
施
設
の
操
作
・
日
常
保
守
に
係
る
能
力
が
向
上

す
る
。

  

3a
: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
、
各

TP
W
で
、
電
気
施
設
操
作
・日
常
保
守
マ
ニ
ュ
ア
ル
＇
4
種
類
の
個
別

マ
ニ
ュ
ア
ル
含
む
（
が
ク
メ
ー
ル
語
・
英
語
で
作
成
さ
れ
る
。

 
3b

: 各
TP

W
に
お
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
電
気
施
設
の
操
作
が
行
わ
れ
る
。

 
3c

: 各
TP

W
に
お
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
電
気
施
設
の
定
期
点
検
が
記
録
さ
れ
る
。

 
3d

: 各
TP

W
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も

1
人
の
関
連
職
員
が
施
設
の
正
常
・異
常
を
判
断
し
、
異
常
の
場
合

は
原
因
を
特
定
す
る
能
力
が
つ
い
て
い
る
。

 
3e

: 各
TP

W
に
お
い
て
、
維
持
管
理
に
関
し
て
関
連
メ
ー
カ
ー
と
の
連
絡
体
制
が
確
立
さ
れ
る
。

 
3f

: 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
、
各

TP
W
に
お
い
て
全
て
の
関
連
職
員
＇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
点
で
合
計

19
名
（
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
操
作
・日
常
保
守
に
係
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

3a
: マ
ニ
ュ
ア
ル
の
レ
ビ
ュ
ー

 
3b

: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
の
レ
ビ
ュ
ー

 
3c

: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
、
点
検
簿
、
日

常
保
守
記
録
の
レ
ビ
ュ
ー

 
3d

: 日
本
人
専
門
家
に
よ
る
ス
キ
ル
評
価

 
3e

: 関
連
メ
ー
カ
ー
の
連
絡
リ
ス
ト
の
レ

ビ
ュ
ー

 
3f

: 
P

ST
に
よ
る
ス
キ
ル
評
価

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 4
: 

 T
PW

に
お
い
て
、
機
械
施
設
の
日
常
保
守
に
係
る
能
力
が
向
上
す
る
。

 
4a

: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
、
各

TP
W
で
、
機
械
施
設
日
常
保
守
マ
ニ
ュ
ア
ル
＇
3
種
類
の
個
別
マ
ニ
ュ

ア
ル
含
む
（
が
ク
メ
ー
ル
語
・
英
語
で
作
成
さ
れ
る
。

 
4b

: 各
TP

W
に
お
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
機
械
施
設
の
操
作
が
行
わ
れ
る
。

 
4c

: 各
TP

W
に
お
い
て
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
機
械
施
設
の
定
期
点
検
が
記
録
さ
れ
る
。

 
4d

: 各
TP

W
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も

1
人
の
関
連
職
員
が
施
設
の
異
常
を
判
断
し
、
原
因
を
特
定
す
る
能

力
が
つ
い
て
い
る
。

 
4e

: 各
TP

W
に
お
い
て
、
維
持
管
理
に
関
し
て
関
連
メ
ー
カ
ー
と
の
連
絡
体
制
が
確
立
さ
れ
る
。

 
4f

: 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
、
各

TP
W
に
お
い
て
全
て
の
関
連
職
員
＇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
点
で
合
計

38
名
（
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
操
作
・日
常
保
守
に
係
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

4a
: マ
ニ
ュ
ア
ル
の
レ
ビ
ュ
ー

 
4b

: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
の
レ
ビ
ュ
ー

 
4c

: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
、
点
検
簿
、
日

常
保
守
記
録
の
レ
ビ
ュ
ー

 
4d

: 日
本
人
専
門
家
に
よ
る
ス
キ
ル
評
価

 
4e

: 関
連
メ
ー
カ
ー
の
連
絡
リ
ス
ト
の
レ

ビ
ュ
ー

 
4f

: 
P

ST
に
よ
る
ス
キ
ル
評
価

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 5
: 

 T
PW

に
お
い
て
、
配
水
施
設
の
維
持
管
理
に
係
る
能
力
が
向
上
す
る
。

 
  

5a
: 各

TP
W
に
お
い
て
、
老
朽
管
の
更
新
計
画
が
作
成
さ
れ
る
。

 
5b

: 各
TP

W
に
お
い
て
、
約

1k
m
の
管
路
が
布
設
さ
れ
る
。

 
5c

: 設
計
に
基
づ
い
た
位
置
に
正
確
に

(±
10

%
)管
路
が
布
設
さ
れ
、
そ
の
管
路
は
常
に
耐
水
圧

7.
5k

gf
/c

m
2
を
有
す
る
。

 
5d

: 漏
水
調
査
が
各

TP
W
に
お
い
て
年

2
回
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
発
見
さ
れ
る
漏
水
件
数
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
前
よ
り
増
加
す
る
。

 
5e

: 盗
水
調
査
が
各

TP
W
に
お
い
て
年

2
回
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
発
見
さ
れ
る
盗
水
件
数
が
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
前
よ
り
増
加
す
る
。

 
5f

: 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
ま
で
に
、
各

TP
W
に
お
い
て
全
て
の
関
連
職
員
＇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
点
で
合
計

26
名
（
が
配
水
施
設
の
維
持
管
理
に
係
る
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

5a
～

5e
: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
の
レ

ビ
ュ
ー

 
 さ
ら
に

 
5a

: 更
新
計
画
の
レ
ビ
ュ
ー

 
5c

: 設
計
図
と
竣
工
図
の
比
較
、
耐
水
試

験
報
告
書
の
レ
ビ
ュ
ー

 
5d

: 漏
水
調
査
報
告
書
の
レ
ビ
ュ
ー

 
5e

: 盗
水
調
査
報
告
書
の
レ
ビ
ュ
ー

 
5f

: 
P

ST
に
よ
る
ス
キ
ル
評
価

 
 ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

0
: 

 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・チ
ー
ム
＇
PS

T（
に
よ
っ
て
適

切
に
管
理
運
営
さ
れ
る
。

 

0a
: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
時
に

PS
T
が
設
立
さ
れ
る
。

 
0b

: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら

3
ヶ
月
以
内
に
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
調
査
報
告
書
が
作
成
さ
れ
る
＇
英
語
（
。

 
0c

: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら

3
ヶ
月
以
内
に
暫
定

P
D

M
及
び
暫
定

P
D

M
が
見
直
さ
れ
、
最
終
化
さ
れ

る
。

 
0d

: プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら

3
ヶ
月
以
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
及
び
各

TP
W
の

AP
O
が
策
定
さ
れ
る
。

 
0e

: P
O

/A
PO
に
基
づ
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
定
期
的
に
モ
ニ
タ
ー
さ
れ
る
＇
PS

T-
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
会
合
、

P
ST

会
合
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
会
合
、

JC
C
会
合
（
。

 
0f

: M
IM

E
/D

PW
S
の
ス
タ
ッ
フ
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
計
画
立
案
、
実
施
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
の

人
材
育
成
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
能
力
を
強
化
す
る
。

 

0a
～

0e
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
の
レ
ビ
ュ
ー
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(3
) 

 

活
動

 
 1.

1 
TP

W
の
関
連
職
員
の
た
め
に
、
水
質
試
験
に
係
る
一
般
集
団
研
修
＇
PP

W
SA
に
て
（
及
び

3
タ
イ
プ
の
地
方
研
修
を
毎
年
実
施
す
る
。

 
1.

2 
各

TP
W
に
お
い
て
、
活
動

1.
1
で
作
成
ま
た
は
改
善
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
、
水
質
試
験
を
行
う
。

 
1.

3 
各

TP
W
に
お
い
て
、
水
質
試
験
結
果
に
係
る

D
PW

S/
M

IM
E
に
対
す
る
年
間
報
告
書
を
作
成
す
る
。

 
 2.

1 
各

TP
W
に
お
い
て
、
浄
水
処
理
の
た
め
の
運
転
日
誌
を
導
入
ま
た
は
改
善
す
る
。

 
2.

2 
各

TP
W
に
お
い
て
、
水
需
要
に
基
づ
く
水
生
産
を
導
入
ま
た
は
改
善
す
る
。

 
2.

3 
6T

PW
に
お
い
て
、
濁
度
・
pH
に
係
る
薬
品
注
入
技
術
を
導
入
ま
た
は
改
善
す
る

(P
U

R
, B

TB
, S

H
V,

 K
PT

, K
TM

, S
R

)。
  

2.
4 
各

TP
W
に
お
い
て
、
浄
水
処
理
工
程
で
の
塩
素
制
御
を
改
善
す
る
。

 
2.

5 
ろ
過
池
の
あ
る

7T
PW

に
お
い
て
、
ろ
過
池
の
運
転
及
び
維
持
管
理
を
改
善
す
る

(P
U

R
, B

TB
, S

H
V,

 K
PT

, K
TM

, S
R

, S
V

R
)。

 
2.

6 
沈
殿
池
の
あ
る

6T
PW

に
お
い
て
、
沈
殿
池
の
維
持
管
理
を
改
善
す
る

(P
U

R
, B

TB
, S

H
V

, K
P

T,
 K

TM
, S

R
)。

 
2.

7 
各

TP
W
に
お
い
て
、
ポ
ン
プ
設
備
の
運
転
を
改
善
す
る
。

 
2.

8 
各

TP
W
に
お
い
て
、
活
動

2.
3～

2.
7
の
一
環
と
し
て
作
成
ま
た
は
改
善
し
た

5
種
類
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ま
と
め
て
、
浄
水
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
す
る
。

 
 3.

1 
TP

W
の
関
連
職
員
の
た
め
に
、
電
気
施
設
＇
自
家
用
発
電
機
、
受
配
電
設
備
、
電
動
設
備
、
計
装
設
備
（
の
操
作
・日
常
保
守
に
係
る
集
団
研

修
を

PP
W

SA
で
実
施
す
る
。

  
3.

2 
各

TP
W
に
お
い
て
、
電
動
及
び
受
配
電
設
備
に
係
る
絶
縁
抵
抗
測
定
用
の
系
統
図
を
作
成
す
る
。

 
3.

3 
各

TP
W
に
お
い
て
、
電
気
施
設
の
操
作
を
導
入
ま
た
は
改
善
す
る

(注
：
他
の
活
動
と
異
な
り
、
活
動

3.
3
は
自
家
用
発
電
機
及
び
受
配
電
設

備
の
み
を
対
象
（
。

 
3.

4 
各

TP
W
に
お
い
て
、
電
気
施
設
の
日
常
保
守
を
導
入
ま
た
は
改
善
す
る
。

 
3.

5 
各

TP
W
に
お
い
て
、
活
動

3.
3
及
び
活
動

3.
4
の
一
環
と
し
て
作
成
ま
た
は
改
善
し
た
４
種
類
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ま
と
め
て
、
電
気
施
設
の
操

作
・
日
常
保
守
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

  
 4.

1 
TP

W
の
関
連
職
員
の
た
め
に
、
機
械
施
設
＇
塩
素
注
入
設
備
、
薬
品
注
入
設
備
、
ポ
ン
プ
設
備
（の
日
常
保
守
に
係
る
集
団
研
修
を

PP
W

SA
で
実
施
す
る
。

 
4.

2 
各

TP
W
に
お
い
て
、
機
械
施
設
の
日
常
保
守
を
導
入
ま
た
は
改
善
す
る
。

 
4.

3 
各

TP
W
に
お
い
て
、
活
動

4.
3 
の
一
環
と
し
て
作
成
ま
た
は
改
善
し
た

3
種
類
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
ま
と
め
て
、
各

TP
W
の
機
械
施
設
の
日
常

保
守
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
。

 
 5.

1 
各

TP
W
の
管
路
更
新
計
画
＇
パ
イ
ロ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
設
定
を
含
む
（
を
策
定
す
る
。

 
5.

2 
TP

W
の
関
連
職
員
の
た
め
に
、
毎
年
、
管
路
更
新
工
事
の
施
工
管
理
に
係
る
集
団
研
修
を

P
PW

SA
で
実
施
す
る
。

 
5.

3 
各

TP
W
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ゾ
ー
ン
に
お
い
て
管
路
更
新
工
事
を
行
う
。

 
5.

4 
TP

W
の
関
連
職
員
の
た
め
に
、
毎
年
、
無
収
水
対
策
に
係
る
集
団
研
修
を

P
PW

S
A
で
実
施
す
る
。

  
5.

5 
各

TP
W
に
お
い
て
、
無
収
水
対
策
を
導
入
ま
た
は
改
善
す
る
。

 
 0.

1 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ポ
ー
ト
・
チ
ー
ム

(P
S

T)
を
設
立
す
る
。

 
0.

2 
8
ヶ
所
の

TP
W
の
水
道
施
設
の
運
転
・維
持
管
理
能
力

 (指
標
に
関
す
る
情
報
を
含
む
（
を
調
べ
る
た
め
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
＇ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
（
調

査
を
行
う
。

 
0.

3 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

P
D

M
と

P
O
に
基
づ
き
管
理
運
営
す
る
。

 
0.

4 
各
分
野
に
お
い
て
＇
成
果

1-
5（
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
内
部
研
修
体
制
を
確
立
す
る
た
め
の
活
動
を
行
う
。

 
0.

5 
関
連
機
関
＇
N

G
O
を
含
む
（
と
の
連
携
強
化
や

C
W

W
A
の
正
式
な
設
立
を
支
援
す
る
。

 
0.

6 
必
要
に
応
じ
て
エ
ン
ド
ラ
イ
ン
調
査
を
行
う
。

 

投
入

 

<日
本
側

> 
(1

) 
日
本
人
専
門
家
の
派
遣

 
(a

) 
長
期
専
門
家
：チ
ー
フ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
及
び
浄
水
処
理
分
野

 
(b

) 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
必
要
な
短
期
専
門
家
：水
質
試
験
、
浄
水
処

理
、
電
気
施
設
、
機
械
施
設
、
及
び
配
水
施
設
分
野

  
 (2

) 
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
人
員
の
本
邦
研
修
：水
質
試
験
、
電
気
施
設
、
機
械
施

設
、
及
び
配
水
施
設
分
野

 
 (3

) 
資
機
材
供
与

 
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
必
要
な
資
機
材
が
供
与
さ
れ
る

 
 (4

) 
在
外
事
業
強
化
費

 
(a

) 
水
質
試
験
地
方
研
修
及
び
配
水
分
野
の

O
JT
に
関
す
る

PP
W

SA
の
短
期
専
門
家
に
係
る
費
用

 
(b

) 
P

PW
SA
に
お
け
る
集
団
研
修
に
係
る
費
用

  
(c

) 
技
術
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
係
る
費
用

 
(d

) 
そ
の
他
必
要
な
費
用

 
 <カ
ン
ボ
ジ
ア
側

> 
(1

) 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の
人
員
の
配
置

 
(a

) 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

(1
名

)－
M

IM
E

 
(b

) 
P

ST
の
た
め
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
＇合
計

16
名
（ 

1)
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 (1
名

)－
M

IM
E

 
2)

 
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

 兼
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

(合
計

4
名

)：
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト

 1
(1
名

)、
 ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 2
(1
名

)、
 ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 3
&

4 
(1
名

) 、
 及
び
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

5 
(1
名

)―
M

IM
E

 
3)

 
そ
の
他
の

M
IM

E
か
ら
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

 (合
計

6
名

)：
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト

 3
 &

4 
(1
名

)、
 ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

 5
(5
名

) 
4)

 
TP

W
か
ら
の
短
期
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
＇
合
計

4
名
（：
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

1＆
2＇

2
名
（
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

5＇
2
名
（ 

5)
 
事
務
ア
シ
ス
タ
ン
ト

 (1
名

) 
 

(c
) 
各

TP
W
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ス
タ
ッ
フ
＇
合
計

88
名
（
：水
質
試
験
、
浄

水
、
電
気
施
設
、
機
械
施
設
及
び
配
水
施
設
分
野

 
 (2

) 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
必
要
な
土
地
・
建
物
・
施
設
＇
チ
ー
フ
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
オ
フ
ィ
ス
・
ス
ペ
ー
ス
を
含
む
（
の
提
供

 
 (3

) 
活
動
実
施
に
必
要
な
ロ
ー
カ
ル
・
コ
ス
ト

 

1.
 
任
命
さ
れ
た

P
ST
メ
ン
バ
ー

と
TP

W
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
ス
タ
ッ

フ
が
離
職
し
な

い
 

2.
 
原
水
の
著
し
い

汚
染
が
起
こ
ら

な
い
。

 
3.

 
大
規
模
な
自
然

災
害
が
起
こ
ら

な
い
。

 
   前
提
条
件

 

 1.
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

係
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
側
人
員
が
任

命
さ
れ
る
。

 
 2.

 
カ
ン
ボ
ジ
ア
短

期
専
門
家
と

P
PW

SA
に
関

す
る
覚
書
が

JI
C

A
と

P
PW

SA
の
間

で
調
印
さ
れ

る
。

 

注
:下
線
部
は
中
間
レ
ビ
ュ
ー
で
改
訂
さ
れ
た
項
目

 

注
：
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・サ
ポ
ー
ト
・チ
ー
ム
（

P
S

T
）
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（M

IM
E
か
ら
選
ば
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
技
術
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、

T
P

W
か
ら
選
ば
れ
た
技
術
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
）
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（日
本
人
専
門
家
、

P
P

W
S

A
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
専
門
家
）
か
ら
成
る
。
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付属資料5-1
質問票の回答まとめ（DPWS/MIME、PST)

水道部長（未回収）

1 成果1の現在の達成度 60% （1人）
これまでの達成項目 - 引き続き水質分析の能力が強化できた

- 分析科目を増やしたこと

2 成果2の現在の達成度 70% （1人）
これまでの達成項目 - 石灰を最初に入れること

- Jar Testをすること
- 浄化槽の砂の洗い方

3 成果3の現在の達成度 70% （2人）
これまでの達成項目 - 機材の修理と組み立て

- 電気機材の部品の調達計画の立て方
- 電気機材のO&M
- 書類整備の仕方

4 成果４の現在の達成度 80% (1人）
これまでの達成項目 70% (1人）

- 発電気のO&M、保守点検記録のつけ方
- 電気設備のO&M
- 部品調達の書類準備の仕方
- 発電機の点検する頻度
- TPWsの機材が整備された

5 成果５の現在の達成度 60% 1人
これまでの達成項目 40% 1人

- 蛇口での圧力管理
- 水源のポンプのO&M
- 24H給水/配水
- 配水システムのO&M

0 プロジェクト管理 2 とてもうまくいっている

7 実施プロセス 3 全ての活動は計画通りうまくいっている

- 電気・機械分野のトレーニングコースが予定どおり実施された

- 現場でのOJTがよい
- 日本人専門家と協力できている

8 モニタリング 2 とてもよい

8.1 PST-Meeting、Output-Meeting 3 うまく機能している

9 日本人専門家－CPとのコミュニ
ケーション

3 とてもよい

10 DPWS/MIME、TPWs、PPWSA間
のコミュニケーション

2 とてもよい

1 まあよい

11 その他実施プロセスに関するコ
メント

- JICA専門家のサポート、JCCでの情報共有などがありこれま
でスムーズに進んでいる。

- 地方で指導する時間をもっととって欲しい
- 専門家の指導期間を長くして欲しい

(12) 政策面の妥当性 四方戦略に「カンボジアミレ
ニアム目標に沿って、安全な
水へのアクセスを向上させる
こと」と謳われている。

12 - OJTによってJICA専門家の経験を学ぶ事ができると同時に意
- 必要な書類やマニュアルの整備の仕方を教わり、他のスタッ

フにも使いやすいように整備できた。
- スタッフに機材のO＆Mのトレーニングを受けさせることができ
- 技術レベルもアップした
- 多くの知識を得ることができた
- 問題を解決できるようになった

集団研修、OJT、マニュアルの
整備を機能的に組み合わせた
アプローチの評価

PST



質問票の回答まとめ（DPWS/MIME、PST)

水道部長（未回収） PST

13 プロジェクトで得たベネフィット - Generatorや他の機器のO&M
- 水に石灰を入れる量の決め方
- 塩素を攪拌する機械のO&M
- 浄化槽のネット（網？）のチェックと操作のやり方
- タンクのO&M
- 機械設備の清掃
- きれいな水を生産できるようになったこと
- 余分なものを水から取り除く方法を教えてもらったこと
- 水質のチェックをすること
- 機材のメンテナンス方法
- マスタープランを作成すること

14 投入は十分活用されたか 1 活用されている

15 投入のタイミング 2 よい
16 投入の量と質 1 十分である

1 ある程度満足

17 本邦研修はプロジェクトの成果
達成に有効か

2 有効である

- 日本のシステムとの比較ができた
- 本邦研修によってキャパシティが向上したと実感した
- 仕事への熱意、まじめに取り組む姿勢を学んだ
- 日本の経験をカンボジアで活かすこと

18 上位目標1の達成に向けて必要
なこと

- 明確な目標とそれを達成する計画を作ること

- 予定どおりにTPWsにトレーニングを行うこと
- 内部で協力してプロジェクトが的確に運営されるようにするこ
- 全てのマニュアルをクメール語で作成し、スタッフの理解が進

むようにすること

19 その他のインパクト - プラス思考になった

20 持続性確保のために取るべき
成果1 - 能力の強化

成果2 - 能力の強化

成果3 - 電気器具の保守点検状況を記録する
- 器具のO&Mの状態をチェックする
- 毎日記録をつけることを習慣づけること
- 能力の強化

成果4 - 機械設備の保守点検状況を記録する
- 器具のO&Mの状態をチェックする
- 毎日記録をつけることを習慣づけること
- 能力の強化

成果5 - 配水設備の保守点検状況を記録する
- 器具のO&Mの状態をチェックする
- 毎日記録をつけることを習慣づけること
- 能力の強化

(20) 政策面の自立発展性

21 財政面の自立発展性 - 能力を強化する必要がある(?)

22 技術面の自立発展性 2 プロジェクトで支援している技術は役立っている。

23 その他コメント - マニュアルのクメール語化
- 機材とスペアパーツ調達のリスト作成の支援
- 理論と知識（何の？）を得るためのトレーニングが必要
- トレーニングのための機材と分析のための薬品が必要である



付属資料5-2
質問票の回答まとめ（TPWs)

回答数
1 スキルをアップしたか 5 とても向上した

24 ある程度向上した
あまり向上していない
向上していない

4 無回答

- 浄水処理の管理、
- 浄水処理のメンテナンスの理解
- 運転管理のためにマニュアルを作成すること
- 毎日実施すべき水質分析のやり方
- 水質を毎日記録すること
- 薬品をまぜる技術と濁度・pHの管理
- 蛇口の残留塩素の確認方法
- 生産コストを計算すること
- メンテナンス計画を作成することと、機材の交換計画を立案すること
- 工事を実施する前に配管の布設計画立案が必要だと学んだ

2 トレーニングの評価
2.1 集団研修は役立つか 16 とても役立つ

7 ある程度役立つ
2 あまり役立たない

役立たない
8 無回答

その理由 - 配水管（主管）をつなぐ標準的な方法
- お互いの知識を経験を共有できた（15）
- 理解している人が理解していない人をサポートするシステムはよかった(3)

- 相談する時間があり、浄水処理のやり方がよくわかった

2.2 OJTは役立つか 18 とても役立つ
4 ある程度役立つ

あまり役立たない
役立たない

11 無回答

その理由 - ケーブル、電線、光ファイバー？、配水管をきちんとした手順で設置する方法
- 理論が実践に結びついてよかった(5)
- スキルアップするための実践的な知識が得られてよかった(2)
- トレーニングを受けられよかったことと、資料を得られた
- 知識とスキルがアップした(2)
- 施設の維持管理の方法が理解できた
- 毎日記録をつけることの意味・重要性を理解した
- 電気施設の管理方法が理解できた
- 塩素設備のメリット・デメリット、取り扱い方など

3 マニュアルは役立つか 18 とても役立つ
6 ある程度役立つ

あまり役立たない
役立たない

9 無回答

その理由 - 中国の会社が作成したマニュアルは英語か中国語だったので、マニュアルが改善
されて仕事ができるようになった

- 改善されたマニュアルは現場に合っている
- マニュアル通りに運転することを学んだ
- マニュアルを改善することも学んだ
- パイプの種類によって埋め方が違うことがわかった
- 内容がとても理解しやすくてよい

4 コメント PCで図面を作成する方法を学びたい
- 配管のアイロンをかける機械が欲しい（？）
- 水圧管理のトレーニングをやって欲しい
- 漏水探査のトレーニングをやって欲しい
- マニュアルでまだカバーしていない分野の支援が欲しい
- 流量計の機材の導入

どのようなスキルがアップしたの
か/どのようなスキルをアップす
る必要があるのか
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付属資料 7 

（１）本邦研修参加者について 
 
2007 年度から 2009 年度まで本邦研修に参加した研修員は下記の通りである。1

名は他部署に異動となってしまったが、現在本邦研修中の研修員 2 名を含む帰国研

修員 5 名が PST Member としてプロジェクトの中心的な役割を担って活動している。 
 

組織 役職・名前 参加本邦研修名・年度 インタビュ

ー実施 
備考 

Water Supply 
Pursat 
Province 

Chief of Technical , 
Mr.SIENGSENG Puthea 

2007 年度 
「水質試験」 

○  

Official Technical, 
Mr.KHOEURN Kosol 

2007 年度 
「電気施設操作・日常保守」

○  

Batambang 
Water Supply 

Chief of Technical, 
Mr. NOU Sean 

2007 年度 
「電気施設操作・日常保守」

○ PST 
Member 

Deputy Director 
Ms.TITH Linda 

2007 年度 
「水質試験」 

×  

Vice Chief of Technical 
Office 
Ms.SENG Sorath 

2009 年度 
「浄水場運転維持管理」 

本邦研修中 PST 
Member 

Siem Reap 
Water Supply 
Authority 

Chief of Production 
Office 
Mr.KOT Nimol 

2008 年度 
「浄水場運転維持管理」 

○  

Staff of Distribution 
Network Office 
Mr. KONG Sovoan 

2008 年度 
「配水施設維持管理」 

○  

Staff of Distribution 
Network Office 
Mr. SEK Yoeurn 

2009 年度 
「配水施設維持管理」 

本邦研修中  

Kampong 
Cham Water 
Supply 

Deputy Director 
Mr.VA Sam Oak 

2008 年度 
「配水施設維持管理」 

○  

Shihanuk 
Ville Water 
Supply 
Authority 

Deputy Director 
Mr.LY Seng 

2008 年度 
「浄水場運転維持管理」 

○ PST 
Member 

Kampot 
Water Supply 

Deputy Director 
Mr.TY Kean 

2007 年度 
「配水施設維持管理」 

○  

Laboratory Staff 
Mr.KANG Manolim 

2009 年度 
「浄水場運転維持管理」 

本邦研修中  

Production Chief 
Mr.PICH Synuon 

2009 年度 
「浄水場運転維持管理」 

本邦研修中  

Ministry of 
Industry 
Mines and 
Energy 
Department 
of Portable 
Water Supply 

Vice Chief of 
Administrative office 
Mr.HOY Sokpheap 

2007 年度 
「配水施設維持管理」 

× PST 
Member 
→他部署

に移動 
Deputy of Project Office 
Mr.PICH Sambattrattanak 

2009 年度 
「浄水場運転維持管理」 

本邦研修中 PST 
Member 

Officer 
Mr.SOM Sethy 

2009 年度 
「配水施設維持管理」 

本邦研修中 PST 
Member 



（２）アクションプランの達成度 
 
2008 年度研修員に本邦研修で策定したアクションプランの達成度を確認した。 

帰国研修員 Action Plan Action Plan の現状 
Mr.VA Sam Oak 
Deputy Director 
Kampong Cham Water 
Supply 

①ブロック配水システム

導入に向け、現状把握、

導入計画の策定、無収水

量削減の実施 
②老朽管更新計画の策定 

①ブロックを 4 つに分け各

ブロックにスタッフを

配置し、漏水調査を行っ

ている。 
②全体の 80％のパイプ修

理を行った。現在継続し

て実施中。 
Mr.KOT Nimol 
Siem Reap Water Supply 
Authority 

①PH メーター教材の作成 
②スタッフへの知識移転 
③PH メーター測定スケジ

ュールの作成 
④絶縁抵抗測定に関する

資料収集 
⑤施設測定のための機器

の名前の決定 
⑥測定備品の準備 
⑦教材の作成 

①専門家の協力により

2008 年 11 月に完成 
③毎月ごとに作成 
⑥手袋・ヘルメット・安全

靴等必要な備品を揃え

た。 
②④⑤⑦→既に実施済 

Mr. KONG Sovoan 
Siem Reap Water Supply 
Authority 

①ブロック配水システム

を活用した漏水削減 
②老朽管更新計画の策定 
③給水区域の拡大 

①ブロックメーター測

定・1 週間に 1 回ブロッ

ク別夜間配水量の測

定・漏水調査を実施して

いる。 
②現状把握・情報収集の実

施 
③施工管理のために Daily 

management Chart を導

入。安全管理のために毎

朝 Meeting を実施してい

る。 
Mr.LY Seng 
Shihanuk Ville Water Supply 
Authority 

①モーターポンプのメン

テナンス表・チェックリ

ストの作成 
②電気パネルのメンテナ

ンス表・日報の作成 

①モーターポンプ月間メ

ンテナンスリストの作

成 
②電気パネルメンテナン

ス表の作成。日報は未完

成。 
 
帰国研修員は、日本で策定したアクションプランを専門家の協力のもと、実践して

いる。現時点でも、今後のアクションプランに向けてのモチベーションを保ち、マニ

ュアルの作成、更新、マスタープラン策定、他のスタッフへの知識・技術の伝達等、

現状の課題を認識したうえで、明確な目的意識を持っていることがインタビューによ

り確認された。 



（３）今後本邦研修で必要とされる分野について 
 
帰国研修員に対して、各水道局にてプロジェクト目標達成のために本邦研修で能

力強化する必要があると感じる分野について確認した。 
※ Kampong Thom Water Supply、Svay Rieng Water Supply については局長からの要望

を記載 
 

水道局 能力強化が必要と感じる分野 
Water Supply Pursat Province パラメーター導入方法 
Batambang Water Supply ポンプの修理方法 

水源からの土砂分離方法 
Siem Reap Water Supply Authority 電気・機械に関する知識 

マスタープラン策定方法の詳細 
Kampong Cham Water Supply 管路拡大についての知識・技術 
Shihanuk Ville Water Supply Authority 水質検査 

資機材の故障時の修理方法 
Kampot Water Supply マスタープラン策定方法 

設計図 
漏水調査 
老朽化したパイプの交換方法 
水質計画 

Kampong Thom Water Supply 水質検査・分析 
電気 
配水コントロール 

Svay Rieng Water Supply 水質検査・分析 
漏水調査 
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SOPs/Manuals produced by the Project 
As of July, 2009 

 Name English Khmer Remarks 
Water Quality 

Analysis 
1.1 Essential items ○ ○  
1.2 Important items: standard method ○ ○ Not necessary ： KCM, 

KPT, SR, SVR, PUR 
1.2 Important items: HACH method 

△ △ 
2009: SVR, KCM, KTM, 
SR 

1.3 Bacteriological quality analysis - -  
1.4 Items of satisfying Cambodian 

National Drinking Water Quality 
Standard 

- - 
 

Water Treatment 2.1 Daily report ○ ○  
2.2 Chlorination control in treatment 

process 
○ ○  

2.3 Chemical control in treatment process ○ ○ Not necessary：SVR, KCM
2.4 Filter operation/maintenance △ △

（BTB）
Not necessary：KCM 

2.5 Sedimentation basin maintenance △ △ 
（BTB）

Not necessary：KCM 

2.6 Production Control - -  
Electrical 
Facilities 

3.1 Simple diagrams ○ ○ Individuals  
3.2 Operation and maintenance of 

electrical facilities 
○ ○ 

Common 

3.3 Operation and maintenance of power 
receiving and distribution installment 
(PRDI) and generator 

○ ○ 
Individuals 

3.4 Drawings of facility maintenance - -  
3.5 Equipment diagnosis - - 2009 
3.6 Design Electrical - - 2009 
3.7 Construction management ○ ○ Common 
3.8 Instrument equipment ○ ○  

M
ec

ha
ni

ca
l F

ac
ili

tie
s M
ec

ha
ni

ca
l 

Fa
ci

lit
ie

s 4.1 Kinds and basics of mechanical 
facilities 

- - 
 

4.2 Operation and maintenance of pumps - -  
4.3 Operation and maintenance of valves - -  

C
hl

or
in

e 
M

ac
hi

ne
ry

 4.4 Basics of chlorine machinery ○ ○  
4.5 Handling of 1t chlorine cylinder ○ ○  
4.6 Regular maintenance - -  
4.7 Maintenance records - -  
4.8 Safety system  - -  

Water 5.1 Planning △ △ 2009-:SVR, KCM 



 Name English Khmer Remarks 
Distribution Not necessary：SR 

5.2 Construction Design △ △ 2009-: SVR, KCM 
5.3 Construction management - -  
5.4 Leakage reduction - -  

 
◯： Draft was already prepared 
△: Work in progress 
- : To be prepared 
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プロジェクトによる改善事項 

水質分析：ラボの整備 

 

プロジェクト開始前は、ビーカーやフラスコなどが

卓上に置かれており、きれいに保管されていなか

ったので、ガラス戸棚を購入し保管するよう専門家

が指導した。（写真はプルサット浄水場） 

 

ビーカーなどを効果的に乾燥させるためのテクニッ

クを専門家より伝授された（写真はシアヌークビル

浄水場） 

 

浄水処理：流量計の整備 

 

＜Before＞流量計が埋もれていた例。専門家が訪

問した際に流量計が設置されている箇所を掘り起

こした。（写真はスバイリエン浄水場） 

 

＜After＞専門家の指導後、コンクリートで固めて、

流量計がいつでもみれるように整備された。 

 

浄水処理・機械設備：塩素ボンベの圧力計 

 
＜Before＞塩素ボンベの圧力計が耐塩素仕様で

はないため、錆びが生じた。 

 

＜After＞現在は錆びた塩素ボンベを取りはずし

た。機材は調達中である。 



浄水処理・機械設備：塩素ボンベ 

 
 塩素ボンベがある建物 

（シアヌークビル浄水場） 

 
プロジェクト開始前は、使用済み

の塩素ボンベが外に置かれてい

た。炎天下でボンベ内にわずか

に残った塩素が爆発する可能性

があり非常に危険だった。 

 
専門家の指導により、屋根によっ

て日陰ができ、そこに使用済み

ボンベを置くようになった。 

 

浄水処理：塩素注入設備(1) 

シアヌークビルの浄水場では、塩素注入の設備が

整備されていなかったので、プロジェクトで前塩素

と後塩素の注入制御ができるように改良した（赤い

円で囲んだ部分）（シアヌークビル浄水場） 

 
前塩素と後塩素の制御装置 

（シアヌークビル浄水場） 

 

浄水処理：塩素注入設備(2) 

 
カンポットの浄水場は、塩素注入の調整弁が設置さ

れていなかったので、プロジェクトで設置した。しか

し入手可能な材質が耐塩素仕様ではないので、近

い将来取り替える必要がある。（カンポット浄水場） 

 
本来設置されているべき塩素注入調整弁だが、設

置されておらず、プロジェクトによって設置された。

（カンポット浄水場） 



浄水処理：安全対策 

 

稼働している施設には「Open」と書いた札、スタンド

バイの施設には「Closed」という札をつけている。緊

急の際に施設を停止するときに慌てないようにする

ための方策である。これも専門家によって指導さ

れ、全浄水場で実施されている。（写真はカンポッ

ト浄水場） 

 

 

 

浄水処理：SOP と日報 

 

プロジェクトで作成された SOP。プルサット浄水場

では、スタッフが活用しやすいように各部屋や設備

の近くに設置されている。（写真はプルサット浄水

場） 

 

きちんと記録されている日報の様子（写真はシェム

リアップ浄水場） 

 
ブランクの日報が浄水処理設備の近くに設置され

ている。（カンポット浄水場）  

記録されている日報。（カンポット浄水場） 
 



電気施設：設備の安全性向上 

 

LV パネル 

 
取水ポンプ盤内 

写真では見えにくいが、いずれの設備にも綿埃が溜まった状態である。綿埃が火事の原因となり、非常

に危険だった。プロジェクトの活動によって清掃され、設備の安全性が確保された 

 
パネル内の清掃の様子 

 

専門家の指導によって、ヘルメット、手袋、長靴

（写真ではみえないが）を着用するようになっ

た。 

 

＜本来整備・設置されているべき施設・機材について＞ 

 

プロジェクトで供与された塩素ボンベを取り扱う際の工具類。プロジェクト開始前は工具類が床に散らば

っている浄水場もあった。 

 



  

本来設置されるべき流量計（写真は設置されているシェムリアップ浄水場） 

 

  

ろ過池のコントロールパネル。ろ過池の運転・清浄が行えるが、初期設定のプログラミングがうまく行われ

ておらず、現在は手動でろ過池の洗浄を実施している浄水場がある。 
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付属資料 8-4 

Drinking Water Quality Standards 
 

2008 年 11 月 13 日付の水質分析の貴戸東専門家の業務完了報告書より抜粋 
 
Table 1  Bacteriological quality for drinking water 

Parameter Maximum Value 
Thermotolerant (Feacal) Coliforms 
or E. coli 
Total coliforms 

            0  per 100 mL 
 
            0 per 100 mL 

Minimum sampling frequencies for microbiological analysis : for population Served (5,000 – 
100,000 ), every two weeks, 1 sample per 5,000 people 
 
Table 2  Inorganic constituents of health significance in drinking water 

Parameter Maximum Value 
mg/L, (ppm) 

Arsenic 
Barium 
Cadmium 
Chromium 
Cyanide 
Fluoride 
Lead 
Mercury 
Nickel 
Nitrate as NO3

-  
Nitrite as NO2

- 
Selenium 

0.05 
0.7 

0.003 
0.05 
0.07 
1.5 
0.01 

0.001 
0.02 
50 
3 

0.01 
Frequency of sampling and analysis of parameters :  Once a year except  Arsenic and Nitrate,  
Arsenic and Nitrate : Quarterly 
 
Table 3  organic constituents of health significance to drinking water 

Parameter Maximum Value 
μg/L, (ppb) 

PCBs 
Benzene 
Trihalomethans 
2,4-D 
Aldrin and Dieldrin 
Carbofuran 
Chlordane 
DDT 
Dichlovos 
Dimethoate 
Endosulfan 
Endrin 
Glyphosate 
Heptachlor 
Hexaclorobenzene 
Methyl parathion 
Mevinphos 
Monocrotophos 
Paraquat 
Parathion 
Permethrin 

0.5 
10 

250 
30 
0.3 
10 
0.2 
20 
1 
6 

30 
0.6 
10 
0.3 
1 

0.3 
5 
1 

30 
10 
20 

Frequency of sampling and analysis of parameters : Every 3 years 
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Table 4  Physical and chemical quality : aesthetic quality 

Parameter Maximum Value 
mg/L, (ppm) 

Taste 
Odor 
Color* 
Turbidity* 
Residual chlorine* 
pH* 
Aluminum 
Ammonia 
Chloride 
Copper 
Hardness 
Hydrogen Sulfide 
Iron 
Manganese 
Sodium 
Sulfate 
Total dissolved solids* 
Zinc 

Acceptable 
Acceptable 

5 TCU 
5 NTU 

0.2 – 0.5 
6.5 – 8.5 (no unit) 

0.2 
1.5 
250 
1 

300 
0.05 
0.3 
0.1 
200 
250 
800 
3 

Frequency of sampling and analysis of parameters: * are Daily, Others are Quarterly 
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